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岡山大学教育学部地域研究会の第 20集の諏査報告書として｢峡谷と高原の生活- 岡山県]日上
郡川上町- ｣を公刊する｡
調査地域は吉備高原の一部をなす川上町である｡本町は,昭和 29年 4月 1日.旧手荘町,大賀
村および高山村の5ケ町村が合併し.川上町として発足した｡われわれ地域研究会は.この地域の
人 が々その自然的 ･社会的条件の中でどのような生活を営んできたか.また現在どのような生活を






川上町を調査対象地城として決定 したのは,昭和 50年 5月 ごろであり,実際に調査 したのは同
年 7月24日から28日までの4泊 5日間である｡参加 したのは,主として5年次学生 59名,辛
業生 2名,教官 9名 (円 1名は非常勤講師 ).計 50名である｡調査終了後,報告笹の頗原につい
ていろいろと討議 してきたのであるが.川上町を地域全体として特徴づける言葉として｢峡谷と高






役 ,三村義弘教育長をはじめ.役場 ･教育委艮会 .公民館 ･山村開発センター･小学校 ･中学校等
関係各位ならびに町民各位の温いご協力の鳩と深く感謝 している次第である0本軒が将来町史編集
その他において何らかの役に立つことがあれば,望外の音びである.
発 刊 に よ せ て
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剛山県JHJ=王制目上mJは北紳 54O40′50/7- 34046′52'y,蔚経 1550 21′12'/～ 1550 51′
57/ の慨に位旧する｡行政区画からみると,帆 1職 の絹欄の一区を.土.め,繭は後月耶芳井町に接し,
北は川上郡備中町,東は川上郡成羽町に播するQ内端は広rtq,侭との県境に接している｡面もtlは87ki
である｡高度別概許市田をみると,2口0- 400/JTは49AN(占劉近く)で伯も広く町域の南軍･半分





















し,善川虎雄 ら(日本地形論- 1975)によって粒理 された見解を以下に職介する｡
広島 ･岡山県境付近の吉備高原から板戸内にかけては, 4つの水準の浸蝕小起伏面に区分きれる｡


























































かれる以前は,各家で4盤半からd愚の 写央 1- 1- 1 神野台の ドリー ネと井戸
-3-
広さの地下を掘 り,コンクリー トで屈めて,降水を樋で受けてためていたという｡貯め1=水は缶重で







川上町において,気象の資料が得 られなかったため,岡山県気象月報 (昭和 46- 50年 )によっ
て,佐屋 ,高架,笠岡の資料について考案することにした｡ この付近の吉備高原上の気候は川上町と













図1- 1- 4 時1国地方の気候区
(和遊博夫厳捗 :｢日本の気膜｣より)
海抜 70m
E^問 北棟 54050,2, 頼経 155050/ム', 海抜 4m
(a) L=気温 月別平均気温,良市気湿,値低気温を塞 1-1-1に,年較差,月別Ell較差の平均を
表 1- 1-2に表わしたO これにより,月別平均気温においては,佐屋は笠岡よt)2･0- 5･5▲C低く,
笛梁よりは 1,5- 2･4℃低い｡ これは佐岸が解放 5 90mという描原上にあるため,比較的冷簡な気
候を示 しており,温暖な轍声門気候 との差がみられるO谷間である高梁 と笠岡は月別平均気温で0.2
- 1･7℃の寮があるが,その差は冬に大 きく夏に小さい.佐屋 と高梁は平均気温で各月序に1.5- 2
4℃の差があり,雷に差が大 きい0位暖月と般幾月の差で示される年較差は,佐屋 2512'C,市梁 2
4･2℃,貸間 25･5'Cであり,谷間である甫梁が大 きく~夏の暑さと冬の寒 さが軽 しいと思われる｡月
-4-
別Ll較差の平均では,有責削ま9.0- 12.8℃の差がみられる｡これは佐段が7.3- 11.5℃.笠岡が
&4- 11･1℃の差であるのに くらべて大 きい値を示し,-,日においても,気温の変化が比較的大き
いことを示 している｡
表 1-1- 1 月別平均 .政商 ･地低気温 (昭和舶 ～ 50年平均 ) ('C)
月別辛均安も温 1 2 3 4 5 占 7 8 9 10 ll 125.5 隻12.A4554
佐屋 2.0 2_i 4.8 11ー7 15.9 19.A 24.5 24.7 20.5 14.2 8.5
有梁 5.4 19 占.5 15.占 17.占 之1,9 2ム7.0 ･27.1 22,8 1占,2 10.2 48笠岡 49 4. l74 8 ,9 2乙1 9 5.5 74 l,8 6
月 .別成満気温 速ま旦 1 2 5 4 5 A 7 8 9 ･10 ll 12 年
佐屋 6.4 a_4 10.1 17.5 21.5 24_4 之a5 29.4 24.7 18.8 15.3 7.9 17_4
高梁 8.5 9.1 12.7 19.8 25.7 2~7.1 51.2 52.0 27.5 21.2 15.5 1〔】,0 19.8
笠岡 10､0 9.i 12.9 19.0 25.5 2占.d 51.27200 52.5 28.1 22.4 17.1 ll.8 20.4
月別放低気温 刀 1 2 5 4 5 i14ー8 8 9 10 ll 12 年
佐屋 -2.4 -25 -05 a 100 200 158 9 54 -0占 78
粛梁 -1.7l-1.4 0.5 7.2 ll.5 I-i7 22:2.8 22_1 18,0 ll.2 4.8 -0,5 9.21.04
衰 1-1-2 月別平均日収差,年僻差 (浦和46-50年平均 ) ('C)
日較塞 Wn-.- 1 2 5 4 5 a 7 8 9 10 'll 12 年軒≡佐屋 8.8 a7 10.占 ll.5 ll.3 ?,A &5 9_4 8.9 9,4 9.9 7.5 25.24l高梁 1,2 10.5 24 12_占 122 0ー.4 9.0 .9 95 1D_0 107 1D
(b) 降水丑 昭和46- 5t)年の月別平均降水TT,ILは,次の表のようである｡
蓑 1-1-5 月別降水丑 (昭和4占～ 5日年平均 ) 単位 2m
孟卜A 1 2 5 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 竪 琴 十
佐 屋 5占 bO 55 152 lE)4 198 224 158 225 128 59 58 1415
満 艶 51 57 57 128 112 217287 T3占 205 125 45 40 14占0
佐屋,芯紫,笠岡の年降水仙 まそれぞれ う4う5脚 .H dD叩,1249mpIであり,笠岡は雨fJiの少ない
擬声内気僕を示す｡佐屋と描窮は降水血においてあ■そり差はみられないO全体を通じて, 占, 7月の
鵬雨,9月の台風時において降水鎚が多 く,それらと比べて8月の醸水甜 ま5地点とも少ない｡
(C) 寛親 日政 次に大気現象日数を義 T- 1-日こ示す.雨,苛の日数 とも佐屋が多いが,野の
発生日数では高梁が99円であり,他とくらペて著 しく多い｡これは放射努で,移軸件筒気圧におお
- 弓一一
表 11 114 大気現象ET数
(肺和46-50年平均,田富の深さはその間の倍大 )
佐 屋 高 梁 笠 岡1218蓋 冨 1295 18715
象 ひよう 1 0 0
晶 漂 7 99 2101降 ≧ 1mER; 125 105
7Bk ≧ 10 45 4占 41
敷 ≧ 50 ll 15 ll
降 ≧ 10 2 0 D
苦 ≧ 20 0 0 0
数 ≧ 50 0 0 0
, 26 1占 5






























であるoJII上町には, 550- 4 50mの石灰岩の台地があり,台地上には ド')-ネなどのカルスト
洪観がみられるO一般的には,樺高は,55 0- 45 0mであるが,弥布山の西の石山市付近の台地


























fu8ulina cfV Japonica帯,ShwageTina ▼ulgari8樽.F
u81ina樺である｡岩谷においては,この高山石灰岩と褐色の輝緑凍灰岩は,互眉をなしている｡
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は,石丸川 ドリ-ネと八窪 ドリー ネの2
つが存在する｡
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｢▼一 .Jl.ilt t ▲ rL'.I
写其 1-2-1 沢桝の滝
っT:O吸入穴のまわ りには,排水溝 もみられる｡その吸入穴は,｢かわかみの自然 ｣によると,｢か
なり大きな地下疎乳洞に紡 くらしく,石を落とすと地下に8 く音がするo又,平常は,この穴から風
がふきあげるので別名風穴 とも言われている｣とirかれている｡












































(4) 横松谷の圧死穴 `ト ｢■ -!
梯松谷には,二位紀石灰岩でできており,両掛 亡は野馳作用による奇岩,絶壁が至 るところにあ り,
大小の戚乳穴が見 られるOまT=小石が由願 して石灰岩を削 ってできた控瓦穴は見邸 である｡
(5) 巌谷渓
写真 1-2-2 桝谷渓界風宕
成羽川の支旋松谷J肋 ;石灰岩 と角岩より成る台地をC2触 した谷を巌谷渓とよんでいるQ川上町と棚
中町の敬界付近に付値しているnここには,拓き60 メー トル余 I)の節風をf=てたJ:うな絶壁が連な
ら,白放,神都乱 打臥 継子凱 六十落し.船児啓しなどと呼ばれているo これ らは,いずれ も石
灰岩の斬Fiiである｡店山石灰岩 と大岳角態 とのtJUの肝即によっで生 じ,流水の侵蝕作用の紡如堺在の
ような断崖になったと考えられるo
<ダイヤモンドケイブ> ｢打拙 ｣別名｢犬の肖g｣の歴の邦乱闘 (入口の褐 さ 9メー トル,輿
行50メー トル)の輿を爆破 したところ.南へ4bdメー トルの大即 し桐が発見 され,順卸 45年の





徴各位大限ほ表現 している｡これを榊成 しているカルサイト(方解石 )の括晶が大 きく透明で,不純
一･11-
物で汚染 されてなく,開放型錐乳洞でよく見 られるような風化失透の現款が見 られない ｡鋪乳管の長
さ1メー トル55は日本最長であ り,中央部上層 にあるクリスタルポットは, これも日本で一番見事
なものである｡しかし,どれに もまして最大の特徴はヘリグマイト,ヘ リグタイ ト粥であるOへ リグ
タイ トは小規模な ものは日本各地の跡乳洞でも観察 されるが,発達の程度,数丑,結晶の美しさ,ど
れをとっても日ふの他の鉦乳桐に比肩できるものはない｡ヘ リグマイ トは一層珍 しいもので外国の文
献にも極めてまれである(中略 )日本で最 も美 しい結晶で飾 られた鍾乳洞 という意味でダイヤモンド
ケイブと命名する｡｣
入口から508メー トル付近には,天井に眉径 5メー トル,苗さ十数メー トルもある垂直の空洞が
あり,そのやや手酌には.流水の水畔が変化し,侵蝕 した最深 と患われる巾 1- 2メー ト,I/の2段の
ノッチや僻地 した小石,粘土か耶5'1した断面 もみられる｡一都奥は砂の床と石灰岩の天井の間に数セ
ンチのすきmがあり,そこから伏純水が流れており,洞瀞はさらに輿に続いているものと思われる｡
前述のごとく透明o)二次生成物の私 室が非常に良い,美 しい鉦乳洞である｡奥では気温 も12- 15





<地貿> 大賀デッケン捕道によlJ新 しい巾鉄屑の上に古生周の石灰騎がの っている｡石灰岩屑
の叫 こは,火山括軌で正人 したと恩われる三相 岩がみられるo ここ西谷の石灰岩は七地,三沢にもみ
られる手柄屑とよはれる石灰岩である｡手槍1円は,YtLheina解,pilr;IfuBulina仰,
Schwagerina札 の5手酌こ底分されているo従って,宇治J掛ま前述の高山石灰岩よりも上
部に位伍すると考えられている.粉 岩は, 国吉城および,八十石の山道にもみ られる,扮 掛 こ 接
触する石灰岩は熱変成作用を受けて結晶質石灰岩 となっている｡
く郡乳洞> 西谷峡に朗口する鍾乳洞は入E｢の高さは 10メ-トル,愉 6メー トルで奥行は50
メー トルである｡ この縄乳同の下にやや小さい新乳嗣がある.同山からの純水が流れていたが .ダム
により埋 もれて中には入れない.
(7) 喝渡 しの栢
地頭か ら布山に至る途中の燭般しの深谷には,高 さ10メ-ト,I,余 l)の樋があるoこの席は,断JFl
によって膨成 されたと.考えられているQ この稲を少し登ったところには .かつての稲が後退してつく
った5つの避崩 し7こ磁壷跡がみられるoこの馬粧し付近には,鉱床があるC機争中に亜鉛 ,銅を掬 っ
た跡がみられる｡
(8) 高山市 カルスト





軍顛 11 2-5 松節でみ られるカレン
い｡また, ここでは,お茶の木を畑の境に依えているが,その木に囲まれるようにして,湧泉が1つ
存在 している｡かつては飲料水,現在は仙 こ利用 しているのであろうo廃泉のそばに,木製のひしゃ
くが1つ位いてあった｡この堺斜面 も畑地化されており,キャベツなどの野柴が植えられていた｡背
丈をこす位のかやをおしわけ,谷を下り,松節に至ると,山の斜面の雑草,かん木の中にカレンが非






















る｡ (中村 由美子 )
































































岩の続きを求め ,この大掛 こ於て,こんどは古生代と中生代とのデソケンを発見 したのであった｡そ
してこれもまた第二次の大造山運動が起ったことを証した｣とあるOデッケン研究は小沢の有名な避
鎖のひとつになった｡しかし,小沢は昭和4年に 51才の若さで亡 くなった｡その後,昭和 10年代
になって,大男デッケンの名がかなり知 られるようになった｡昭和11年には,文部省史跡名勝天然
記念物調査委良曲水鉄五郎,岡山県史頗名勝天然記念物調禿委員井上約-が実地調査しており,昭和
12年 8月 15日には,文部省の天然記念物に指定されるに至 った｡また昭和 12年,中国から日本
































図 11 5-2を見ると,川上町の中央部- 川原ケ～白藤～首藤～大谷一地面-猟数一得- に成
羽統 (三塁紀層 )が,北と南を古生層に捜して広 く分布している｡ これは,栄辱 (高梁市 )の｣ヒ東か





























































けた.高度約 550- 占 00〝L付近に分布するもの,帯皮約550- 450m付近に分布するもの,
および箭度約 2 80- 5 00〝用-近に分布するものである｡






の可能性が強いo｣ この疎層よりなる地盤の苗度は,55 0- 占 00mで,岡田のいう t吉備高原面〃
の一部にあたる｡
(b) 高度約 550- 450〝7付近に分布するもの
これはtl花瓶屈 "と呼ばれているものである｡分布は,栄から成羽町との境界付近,畑目名.抱粟
付近,円丸,下大竹,神野.野田韻迫,光安,両派付近となっている｡特に高櫛付近に発達のよいこ





















































































































寺岡易司(1959):剛 LILE講成羽商域の中 ･古/il代周柑 こ上部三_JLl系成羽屑群についてO




第 2葦 人 口

































表 2-1- 1 旧事荘村 ･大数村 ･-.5山村の世群数と人口
正元年l 2 5 4 5 占 7 8 9 10
<手荘村>世 帯 数罪女総 人 口性 比一世 あたりの 人員大賀 602 ( 849)2,572.5049011.46 8092.54,2574 8占10.0.64 8002.515244 27104..占889 588 584 584 620 4.20占589 587
罪 1.718 1.718 1,721 1.897 1.858 1,880 1,754 1,719 1.71占 1.855
女 1.724 1,720 1,705 1.672 1.787 1.755 1.714 1,896 1.占79 1,655
総 人 口 5.440 5.458 5.428 5.589 5,845 5,815 5.488 5,415 5.595 5.270
性 比 99.5 99.9 100.9 101.5 104.0 0ー占.0 102.5 101.4 102,2 100.0
一世帯あたりの 人 員<高山村>世 数 5.7184 5.占58 5.87占 5.7281 a.20587 占.19584 5.9478 5.5180 5.7886 5.577
盟 1.125 1,145 1,185 1.172 1.197 1.211 1.221 1.207 1.217 1.199
女 1.188 1.166 1.195 1.215 1.219 1,214 1,228 1.215 1.212 1,785
総 人 口 2.291 2.511 2.55占 2,585 2.41占 2.425 2,449 2.420 2,429 2.582





昭和7年 8 9 10 ll 12 15 14 15 16
<手荘村>世 帯 数 774 787 782 781 780 779 779 779 I 788 761
罪 2,071 1.972 1.998 1,998 1.988 1,950 1.895 1.904 1.982 1,7d1
衣 1.941 1.965 2.014 2,014 2,014 1.890 1.895 1.878 1.954 1,845
総 人 口 4.012 5p.955 4,012 4.012 4.000 5.820 5.790 3,782 5.916 5,ム04
性 比 lob.7 100.5 99.2 99.2 98.a 102.1 100 101.4 102.5 95,6
-世辞あたりの 人 点く大賀村>世 相 敏罪 5.18(2.182) 5.0(2.,208) 5.15(2.22) 5.14占71.71(2,225) 5.15(2.24) 4.9055 4,87550 4.85550 5.ll581, 0 4.74842
女 (2.156) (2,154) (2.162) 1,543(2151) (2.144) 1.499
総 人 口性 比一 帯 良筒山 数 4 7 45621071 4,8770 514 60.8490 4 8792 5.049,4男 107 104 9 925 902 8
女 1,062 1.049 1.049 1,044 995 905 908 951 852 ado
総 人 口 2.159 2.120 2.115 2,051 1,975 1.855 1.855 1,855 1.701 1.702
性 比 101.4 102.19.158 101.4 96,44,57占6019.1795 98.9?,096 105.0 101.9 98.9 99.A 97.9
現勢調香鰍 こよる｡ *印は推定,( )は本箱人口を示す｡
昭和15年は国勢調査報佑軌 こよる｡
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昭和17 18 19 20 21 22 25 24 25 26
<手荘村>世 碍 数 758 757 75占 892 914 955 910 958 897 8894.795.40Il一
顔 1.905 1,850 1.745 2,552 2.279 2.576 2.412 2.422 2,559
女 1.880 1.900 1.955 2,604 乙472 2.4占5 2.455 2.471 2,467
総 人 口 5.785 5.750 5.700 4.958 4.751 4.859 4.867 4.895 4.826
性 比 101.5 97.4 89二5 89.占 92.2 96.5 98.2 98,0 95.6
一世帯あたりの 人見<大安村>世 数罪r 女総 人 口性 比員高l,l柑静 敏男 4.99850 4.9572 4.897占4 5.55I98 5.20し｢ 95 5.206151,754.85 49.8782 5.5567990 5.22I 5.58占21.815,045670.78
女 875 859 885 1.口57 1.D45 995 1.006 981
総 人 口 1,705 1.651 1.占27 1.995 1.975 1.9砧 1.99占 2.006
昭和22,25年は国勢調秀和告乱 他は現勢調丑薄による｡
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衰 2- 1- 1 合併後の川上町の世群数と人口
昭和29年4月1日 50 51 52 55 55 57
世 帯 数 5.058 1.887 1.851! 1.875 1.891 1,841 4.505男 4,929 4,977 49 49d2 4467
女 5.177 5.Odd 5.088 5.075 5.0占0 4,701 4.占ob
総 人 口 1口.255 ?,?95 10,Od5 1D,050 10,022 9,188 8,90占
性 比 97.7100 97.5 97.8 98.2 9a1 95.0 95.5ド
一世帯あたりの人員人口指数(照誤 慧 )5年毎の減少率 (刃 5.3597.7 5.44 5.5d 5.30 4.988.占85
昭和58年 59 40 41 45 49 昭和50年d 月 末
世 帯 数 4.150 1.711貞 5.870 1,占08 1.5占1 1.558男 5.948 5占80 5.08占 295 2,925
女 4.440 4.245 5.950 5.958 5.578 5,187 5.149
総 人 口 8,590 8,191 7,610 7,占58 占.464 占.158 8.072
性 比 95.58 8 95一4 95,8 95.2747 91.4 92.6 92.8
一世帯あたりの人員 4.45 4.02 5.95 5.90
























はなく資料に疑問がある｡まT=,川上町統計台帳によれば昭和57- 59年の人口は裳 2- 11 1の




総人口のうち,男女別の割合について述べようOまず袈 2- 1- 1と図2- 1-2によって合併前
の旧三ケ村の性比を見てみよう｡(以下性比は女 100に対する男の削合で示す｡) これによると,
I-:-- :-･- :-L-:空 -:-:千 言 ニ=ー-,-i-:-;-:i-;:-: =: ･.F キ ー 一一











和 4年を除いて, 101- 105の問で安定している｡次に大賀村では,大正元～ム年まで漸増を続
けているが,大正 11年には91･9まで下がっている｡また個和 2-5年にはほぼ 110まで上昇し








































で安定している｡これに対し,大勢村 .高山村では衰 2-1- 1に見られる限り5を割った年はないO








年令別男女別人口構成の推移を示 したものが,図2- 1-3と表2- 1-2である｡まず明治2a
表 2- 1-2 年令別男女別人口の推移 と比較 (構成比 )
明治24年高山村 昭和29年 川上町 昭和49年 川上町 昭和49年 岡山県
男 女 罪 衣 罪 女 男 女
0- 4才 5.5% 5.7% 4.9% 5.7% 2.?% 2.5% 4.4% 4,2%
5一 9 4.8 4.8 &5 i,8 2.6 2.4 5.8 5.5
1n ′･.-14 5.5 4.9 占_0 5.9 4.1 4.0 5.占 5,4
15.-19 5.5 5.0 4.a 4.5 4.5 4,5 5.7 5.a
20.-24 5.5 5.7 4.早 5.5 2.4 2.7 5,5 5_9
25.-29 4.1 5,a 5.4 5_2 2.5 2.2 4.0 4.5
50～ 54 5.4 5.0 2,8 5.4 2.1 2.4 5.8 5.9
55.-59 5.8 5.a 2.6 2.A 2.7 5.2 5.5 5.8
40.-.44 5.4 5.0 2.7 2.9 5.a 5.? 5.7 5.8
45- 49 2.7 1.9 2.4 2.5 4.5 4.6 5_4 5.5
50′､ノ54 2.a 2.5 2.1 2.1 5.4 4.2 2.4 0.5
55～ 59 1.8 1.i 2.2 2.0 2.7 5,2 2.0 2▼5
60- 占4 2_1 2.0 1.8 1.7 5.2 5.8 2.1 2.5
65ノ.､ノ89 i.5 1.5 1.5 1.a 2.7 2.5 1.8 2.0
70′-ノ74 0.7 1.0 1.1 1.5 2.0 2.4 1.4 1,7
75～ 79 0.2 0.7 0.7 1.0 1.4 2,0 0一9 1.2
80- 84 0.5 0.1 0.4 0.5 0.8 1.0 0.4 0.a
F)5～ 0.1 0.1 0.1 0.2 0.5 0.7 0.2 0.5
0- 14才 50.8,i 55.5% 18.2% 22.9ヲZ
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0- 59才では川上町が 20･2%,岡LL硯 が51･5ヲgとなり川上町における若年労働力の流出がよく



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 2- 1-5d 川上町現任戸数聯英別と現住人口職業別(大正 11年～昭和占年)
良 案 水産業 鉱 業 工 業 商 糞
専業 兼業 合計 専業 兼菜 合計 Qf業 兼業 合計 専業 兼畢 合計 専粛 繋裳 合計
大正11年 戸数 1.158 409 1547 1 1 18 26 44 45 24 69人口 dA592ム509.log 5 5 87 171 197 502 165 467
12年 戸数 1.15d 40(〕155d 1 1 19 28 45 45 27 72人口 占55525899,104 2 2 105 152 257 274 185 457
15年 戸数 1.152 597 1549 1 1 18 27 45 45 52 77人口 占7202占159355 2 2 107 158 2占5 285 190 475
14年 --ー 11口0 444 1544 1 1 2 19 28 45 41 54 75戸人口 8,515 28509.145 2 5 7 94 155 229 242 188 450
15年 戸数 1.105 424 1527 1 12 15 20 25 45 51 57 88
人口 655127569,087 2 48 50 981〔) 159 257 255 180 415
昭和2年 戸数 1.144 5711515 1 14 15 5占 占6 59 45 84
人口 dA2725578784 2 dO 6214 101 151 252 226 179 405
5年 戸数 i.155 567 15ロ2 1 15 ll 25 54 41 44 85人口 6A2522118ム58 2 dd 48 111 148 259 248 194 442
4年 戸数 1.144 569 1515 1 5 4 ll 24 55 45 59 84
人口 dA58229占8754 2 ム 8 109 145 254 257 190 4477
5年 戸数 1201 551 1552 1 5 4 10 21 51 42 55人口 占808 1.7788584 2 占 8 50 105 155 228 169 597
8年 戸数 1201 5141515 1 5 4 ll 24 55 42 41 85人口 8750lt7占88A98 2 占 8 50 115 185 228 17dl402
交通業 公務及自由築 其の他の有菓者家輯使月l 無相葉 総合 計
専英 兼業 合計 専業 兼業 合計 噂弟 ## 合計
大正11年 戸数 10 12 22 51 17 48 5 lO 15 5 1,745人口 67 89 154 128 91 219 29 4占 75 9 10.509
12年 戸数 9 9 18 50 17 47 2 ll 15 2 1.755人口 ム8 dd 154 122 106 228 25 41 dd 9 10.257
15年 戸数 7 8 15 55 7 40 1 8 9 2 1,758人口 62 108 170 148 56 204 21 59 80 9 10.468
14年 戸数 9 7 16 29 ll 40 1 4 5 2 ll,729人口 71 dD 151 1dd 55 221 20 25 45 8 10.155
15年 戸数 7 ll 18 29 ll 40 1 5 占 2 1.759人口 占0 56 118 181 55 256 2□ 22 42 7 10,195
昭和2年 戸数 4 41 45 47 15 占2 1 4 5 8 1,728人口 56 82 158 181 占0 241 2[ 22 42 9912
5年 戸数 8 19 27 58 17 55 1 4 5 7 1.722人口 57 75 152 166 70 28 20 29 49 9,89
4年 戸数 7 15 22 40 21 61 1 4 5 9 1.725人口 49 占2 111 174 9占 270 22 5(】 52 9,906
5年 戸数 5 15 18 44 22 i,a i 4 5 10 1.758人口 29 22 51 18 80 246 26 21 47 9,49




















大正 11-昭和6年の分衛基恥はそれ以前のものと異なり,新たに交通業 ･公務及自由業 ･其の他














昭和25- 45年の産業別人口構成の変化を示 したものが表2- 1-5であり,さらにそれを三大
-45-
表 2- 1-4 職業別人口とその割合 (周知 5年 )
投 薬 水産業 鉱 菜 工 菜 商 業 交通業 公務 .自由業 家 事使用人 計(其他共
日 本 有業者数(千人) 14.140 547 251 5ー700 4.478 1.108 2.044 7,881 29,占20
乱令 悌) 47.7 1_8 0_8 19.2 15.1 5.7 6.9 2.i 100
糊山県 有箕音数 (人)558,781 7,755 2.712 105,545 74.899 18.250 55,942 占,1占8 d15.190
割合 CZ) 58.5 1,5 0.4 16.9 12ー2 5.0 5.5 1.0 100
手荘村 噂業.兼業者数 5.45占 0 8 125 289 40 78 0 4,012
割合 Ci) 85.a 0 0,2 3.1 7.2 1.0 1.986 0 100
大賀村 専某.瀬業者数 5.177 0 0 8 49 0 0 5.520
削合 Ci) 95.7 0 0 0.2 1.5 0 2.a 0 100
高山村 専業.兼業者数 1.971 0 0 22 59 ll 82 2.1砧
割合 (幻 91.0 0 D 1.0 2.7 0.5 5.8 0 100
川上町(三ケ村合計l専業.凍業者数 8,584 0 8 155 597 51 248 0 9,498
日本帝国統計l年鑑,現勢調査時(こよる｡
蓑 2-1-5 川上的産業別人口梢成の変化 (S25- S45)
昭和25年 50年 55* 40年 45年 脚和25年 50年 55年 40年 45年
出 業 輿 2,075 1.9D1 1,582 1.28占 92占 金 融 男 5 12 9 15 6女 .264 2,185 .Plo 444 1.192 操 縦 女 1 5 2 2
総数 4.5.59 4.084 5.492 2.750 2,118 不動産業 総数 占 17 ll 18 8
林業及び狩 猟 業 盟 158 88 88 57 21 運 愉通 倍 某 男 68 64 62 7ム 155
女 6 29 41 7 2 女 8 8 ll 5 15
総数 144 117 109 44 25 総数 74 72 75 81 146
漁 業 及 罪 4 0 0 0 0 唱 気 罪 2 4 2
び 水 藻 女 0 0 0 0 0 ガ ス 衣 0 0 0
養 殖 菜 総数 4 0 0 0 0 水 道 発 総数 2 4 2
.鉱 業 男 57 150 211 77 47 サ ビース業 罪 124 145 199 172 205女 4 24 5 18 ll 女 86 9 27 51 159
総数 占1 154 242 95 58 総数 210 240 526 505 Sd2
建 設 業 罪 111 119 159 122 178 公 務 男 88 52 54 占1 65衣 2 4 5 12 女 6 20 19 27 28
総数 112 121 143 2ー5 182 総数 74 72 75 88 95
製 造 業 罪 15占 97 111 1占0 2占5 分類不能の 産 ､英 切 1 0 0 D 0
衣 25 17 126 295 422 女 0 0 0 0 5
総数 1占1 114 257 455 占85 総数A宇 1 0 0 0 5




衷 2-1-6 産業三大分類人口の削合 一
岡山県
昭和25年 50年 55年 40年 45年
第 1次産業 5占.0% 50,7% 45.1芳 34.4芳 25.6%
第2次産業 20.1% 20.8% 25.a% 29.7% 54,7%
第 5次産業 25,9芳 28.4% 51.1% 55.9芳 59.7男
昭和25年 50年 55年 40年 45年
第 1次産業 48,570 41.0% 52.6男 24.8男 19.5%
第2次産業 21.9% 25.5% 2?.2% 52,5% 55.9%
第 5次産業 29.7穿 35,5% 5&2欝 45.0好 4占.7%
昭和25年 50年 55年 40年 45年
筋 1次産弟 84.1% 8DJ占男 72.7男 日.5男 55.1%
第2次産糞 占.5% 7.5% 12.6男 16,1男 25.8%
第5次産業 10,7%. ll.9% 14.7% 17.4男 21.0%
国勢調査報告tQlとよる｡
合計が 108男とならないのは四捨五入のためである0
分軒別にしたものが表 2- 1Idである｡それにJ:ると,昭和 25- 45年の間に塊業従串者は半数
以下となっているO林業及び狩猟菜が55- 40年にかけ半減したのは,薪炭の詔要と生産の減少に
よるものである｡鉱業は50- 55年の閏に一時的に増加しているが,45年には 25年当時に戻 っ
ている.第二次宙葉の巾では,製造業が40年頃から急Iこ増加しているのが目立 ち,また第三次産業
の中では,迎噸 ･温情業が 40- 45年の闇に脚加 していることが注目されるoまた就業者数の減少
は.55- 40年の間が急激であったのに比べ.4ロ～ 45年ではやや緩和 しているハさらに産業稲
造の高度化 という側面から比較すると.45年の川上町の拝裳三大分類別の割合が25年の県平均と




















去 2- 2- 1は川上町における和年40- 49年度の出生 ･死亡の状況を,男女別人数,性比,自
然的増減からみたもの,図2-2- 1は出生 ･死亡総数の推移をグラフで表わしたものである｡なお,
自然増加とは｢出生数一死亡数 ｣が十の時,自然減少とはそれが-の時である｡表 2-2-2は当町
における昭和50- 59年の出生 ･死亡数であり,昭和40年代と比較するために用意した｡ これは
表 21 2- 1 昭和 40年代における出生 ･死亡 (｢岡山県人口の鋤き｣) △減少
年 度 出 生 死 .亡 自 然 的 増 減
総数 罪 衣 女100人に対する男の削合 総数 罪 衣 女100人に対する男の割合 総 数 罪 女
昭和40 154 85 占9 125.2 1ロ2 54 48 112.5 52 51 21
41 159 67 72 94.4 71 50 41 75.2 68 57 51
42 42 21 21 100 58 52 2d 12il △ 16 △ 11 △ 5
45 68 51 57 85.8 78 41 57 110.8 △ 10 △ 10 0
44 dO 55 27 122.2 78 5占 42 85.7 △ 18 △ 5 △ 15
45 75 40 55 121.2 74 40 54 117,A △ 1 0△ 1
48 64 57 27 157.0 5ム 52 24 155.5 8 5 5
47 占9 40 29 157.9 75 55 40 87.5 △ 6 5 ■△ 11
48 55 25 28 89.5 74 59 55 111.4 △ 21 △ 14 △ 7
49 57 52 25 128 75 40 55 114.5 △ 18 △ 8 △ 106
:ふ ､.A.L-~ , Ii
.)ト rーl苛.r
10 JI1 12 15 41 45 4d 47 48 49 年庄
I






















自 然 動 態 自然増加
出 生 死 亡
S50年 195 111 82
51 196 85 115
52 202 120 82
55 166 89 77
54 174 91 85
55 157 115 22
58 15占 74 62
57 125 89 54
58 99 74 25
59 81 71 10
合 計 1,507 917 590
(統計台帳)
まず,それぞれの 10年間の合計においては,死亡数は40年代が741人,50年代が917人と
40年代が 176人減少 しただけであるのに対し,出生数は 40年代が 779人 ,50年代が1.50



















年 度 移 動 者 数 前年に対する増加率 人口 1上)00に対する比率総 数 男 女
4〔) 人707 人555 人552 % 人.101.7
41 775 596 577 十 9.5
42 729 564 255 - 5▲7
5 25 占1 6 - 0.8
44 占52 555 517 - 9.8 95.2
45 占10 298 512 - 8,4 91.7
4占 858 500 558 十 4.4 100.0
47 575 262 511 -10.2 92.2












40 41 42 45 44 15
図2- 2-2 社 会 動 態








図 21 2- 4 yJ女 別転 入 者 数
観すれば減少の僅向にあるといってもよいであろう｡また人口 1･000人に対する比率 も同様に減少
し,45年度に 1口1.7人だったのが49年度には75･7人となっているO
移動をもう少し詳 しく見ていこう｡図 2- 2-2はHLi和 40- 49年度の総転出入者数より川上町









ると,男子の場合昭和40- 44年度までは転出者が 200人を越えているが,45年度に 200人
を副ってから後は 49年度に至るまで再び280人以上になることはなく,特に 48年度には急激な
減少を示 している｡ 45年壁に厳粛の 248人だった転出者は 49年度には最低の 105人となり,
ここ占年間で男子の転出者は1/2以下になっているo女子の助命は 40- 47年度まで毎年 200-




でみてみようo昭和 40- 4 5年度まではだいたいにおいて女子J:り男子の転入者が多く.45年鑑









町では男7-2･0 08人 ･女子2･108人,計 4･1 14人が転出し,男子 1･0 65人,女子 1,12 8^,




町の人口は減少しているのである｡しかし, 4 9年度は人口減少か初めて100人以下 (8占人 )と
昭和40年度 (｢岡山県人口の動き｣)
80 60 40 20 0 0 20 40 40 80 100 120
昭和11年度
80 60 40 20 0 0 20 40 60 80 100 120
昭和 42年度
占0 40 20 20 4〔
阿 2- 2- 6 年 令 別転 出 入 着 敬
一52-
40 80 100 120
(｢岡山県人口の動き｣)





人 80 60 40 28 0 0
昭和14年度
20 40 60 80 100 人
人 80 60 40 20 00 20 40 60 80 100 人
-5.1-
昭和 45年度












5-1D-_1D 0 2'D lC dt) 80 100 人
人 8U dO lq 20 0 0 20 40 占0 80 人＼
l チ L
【l `
















人 80 占0 40 20 0 0 20 40 占0 80 100 人
なり,毅 も大きな人口減少を示した40年度の557人と比べると約 1/4である｡当町ではこの10




一転入状況 )階級は 5才 ごとに区分し, A 5才以上は総括したが,昭和4 1 ･42年度については5
0- 59才の階級区分が資料に 10才ごとになっているため,それに従 った｡
さて,これらの 10図から明らかなように,転出においては朋女とも共通に 15- 19才が敬 も多














0- 24才の転入が環 も多いが,男子は40- 42年政は 15- 19才の転入が投 も多 く,45年度
以降は女子 と同様 20- 24才の転入が一番多 くT.{っている｡このようにりヨ子の転入年令が 45年度
以降 1倍周高 くなった郡由としては,15- 19才で当町を転出した人が .大学を終えて,あるいは










を占める｡次いで第2次座薬,第 1次産業 となっている.転入後の産業については第 3次産業が常に
昭和 18年度
人 80 占0 4'0 28 0 20 40 68 80 180人
-57-
昭和 1 9年度
人 80 dO IO 20 0 0 20 40 60 80 100人
最 も多 く(平均 2916%), 2番目は45･44年度が第 1次産業,45年度以降が第2次産'-業であ
る｡転入後,学生 となった人は平均すると6･7%であり,転出前学生であった人よりかな り低いパー
センテージとなっている｡
昭和 45- 49年度の推移を,転出前の産業でみてみようo第 1次産業は45I45年度にわずか
に5%を越えただけであとは570にも満たず,47年度には1%以下となったO第 2次産業はだいた
い10%を維持 しているが ,44･49年鑑はそれぞれ?･4%,7･1%である｡45年度は16.4%
と最も多 くなっている｡第 3次産業は47年度の2日 男が最低であるが,最 も多い44年度の52.
占好との差は6･5%であり,平均 29･占男と一定 して高′ヾ-センテージを示 しているO学生 も毎年 2
0%を下ることはなく,学卒者が当町を離れて都市に出ていく傾向の強いことがわかる｡転出前の学









(j 地域別にみた転入 ･転出の状況 一
転出者は川上町転出後の住居地を,転入者は川上町転人前の住居地を県外 ･県内別にみるとどうで
あろうか｡図 2-2-8によると昭和40- 49年狂においては.転出入者ともに県内が県外を上回
り,特に転出者は大きくリードしている｡個別にみていくと,転入者は県外か らが毎年 74- 99人
あり,48- 47年度までは男子が女子を上回っているが,48 ･49年度は逆転して4- 5人女子
4□ 41 42 45 44 45 46 47 48 49年度
図2-2-8 臓外 ･児内別転出入者教 (｢岡山県人口の動き｣)
表2-214 県外 ･県内別転出入者数
年皮 転 入 者 1 伝 出 者
県 外 P3. 円 し 県 外 県 円
嘉 数 罪 女 総 数 罪 女 .-総 数8〔1 ?L89 93 女 総 数 罪 女40 74 5D 24 157 57 118 91 287 158 157
41 89 57 52 187 8占 101 7ー7 99 78 520 154 1占0
42 79 45 5占 177 88 89 175 95 78 500 158 162
45 94 52 42 142 55 87 191 115 78 29占 141 155
44 99 50 49 15占 55 81 148 77 71 269 159 150
45 94 54 40 120 55 45 124 占4 占8 272 125 147
48 99 50 49 158 55 81 15558 42 09占□ D1 79 7占 248 118 152
47 74 59 55 98 48 84 70 247 99 148
48 74 55 59 95 LIB 56 55 182 76 106
(｢岡山県人口の動き｣)
-59-
が男子を上回っている｡県内からの転入者は 47 ･48年度を除いては毎年 100人以上あ り, 41
･42年班は 187人 ･177人と多 くなっている｡
次に転出者をみると県外へは最低 101人～位諒 209人とその差は 108人 もあり,これは都市
における貿気 ･不貝気がかなt)殿御 していると思われるO県内へは4 1 ･42年度が5 00人以上,
40年度と45- 47年度が 200- 500人,48･49年度が 100- 200人と県外転.LJj者同
様かな りの変化 をみせている｡
転出入者ともに県内関係は毎年既女子が男子よりもかな り多 く,(ただし44年度転出者は男子 1




表 2- 2- 5 県内市町村別転入者数 40･41･42年度合計 単位 :人
転入前の市町村 総 数 罪 女 l 転入前の市町村 総 数5 罪 衣
総 数 501 251 270 J浅口郡 鴨 方 町 1 4岡 山 市 92 45 47 金 光 1 0
倉 赦 市津 山 1001 415 占95 船 舶 町 1 1 0
I小田郡 矢 掛 町 5 0 5
玉 野 市笠 岡西 大 寺 91di 792 274 美 星 町 2 1 1l後月郁 芳 井 町 45 25 20
吉備郡 ホ 儲 町 1 1 0井 原 市 52 21 51 高 松 0 1
総 社 市 8 5 5 足 守 町 1 0 1
有 梁 市 22 10 12 上原郡 北 房 町 2 1 1
新 見 市 7 4 5 賀 脇 町有 湊 a2 51 1
御津郡 一 宮 町加 茂 川 1 1 0
川上部 成 羽 町備 中 5726 178 2018
赤磐郡 山 駒 町赤 坂 1 0 1
阿哲郡 哲 多 町大 佐 1 01 10
和気郡 和 気 町日 生 21 21 0
山摩郡 勝 山 町久 世 1 12 0 12邑久郡 邑 久 町 1 0 1
上道郡 上 道 町 2 1 1 八 束 和 1irw- 廟 可 4 15 01
児島郎 灘 崎 町輿 除 村 21 10 1 英田郡 作 罪 灯 1 i 1
東 児 町 1 1 0 久米郡 旭 町中 央 14 62 12
都窪郡 早 島 町 5 2 5
吉 備 町茶 屋 52 21 1 久 米 町 2 2 0
I6L1-
菱 2-2-6 県内転出者数 40141･42年度合計 単位 :人
転出後の市町村 総 数 輿 女 転出後の市町村 総 数2 男 女
総 数 907 422 485 帝建部 吉 備 町 2 8
岡 山 市 227 110 117 茶 屋 町 7 4 5
倉 敷 市 205 99 104 正 村 2 0 2
津 山 市玉 野 512 48 1JI. 山 手 村 1 1 0
浅口耶 鴨 方 町 4 1 5笠 岡 市 ll 5 A 金 光 5 2 1
西 大 寺 市井 原 6115 257 478 里 庄 町 4 ロ 4
/j､同郡 矢 掛 町 5 1 4
総 社 市 54 55 21 乗 星 町 15 2 1ー
筒 罪 市新 見 507 18占 32T 後月郡膏騰 芳 井 町 45 24 19技 船苗 松 21 10 1r御緋郡 一 宮 町 A 2 A
加 茂 川 町 1 1 0 昭 和 町 1 1 0
赤磐郎 赤 坂 町 1 0 1 上雷郎 北 房 町 2 1 1板 戸 2 1 賀 陽 5 5 2
和気郡 和 気 町僻 新 15 15 0ロ 有 漢 町 2 0 2川上部 成 羽 59 17 2
日 生 町吉 永 1 1 aP 肺 中 町 25 15 10阿哲郡 哲 多 1 0 1
邑久郡 邑 久 .町 1 D 1⊥ 日曜郡. 勝 山 町 5 0 5環 船 町 1 1 0 久 世 町 5 1 2
上道郡 上 道 町 4 1 5｢ 八 束 村中 和 71 50 41
児島郡 灘 崎 町興 除 村藤 田 451 240守1
美肌耶 作 東 町 2 1 1
久米郡 糊 原 町 1 0 1
妹 尾早 島 苫田郡 加 茂 町 2 0 2





が57人,JIr中町が2占人と川上町に鱗接する軒町村か らの転入が多 く,これ らで約 5ム5%となっ
ている.隣接市町村でも小田郡矢掛町 ･実包町はあまり多くないO
県円転L'.者 も転入者と同様の慣向を示 し,岡山巾の'227人と食新市の203人 とで全体の約 47･
一･81-
4ヲZを占め,隣接の井原市の 115人 ,高梁市の 50人 ,後月郡月井町 45人,川上榔内成羽町の5
9人,柵巾町の 2り ､とで約 29.8%である.加えて,転入ではあまり特徴的ではなかった総社市が
54人とかなりの転出数を示 している｡
b･県外都道府県別
表 2- 2- 7 県外転入者数 40･41･42年度合計 単位 :人
転入酌の都道何県 総 数 罪 女 転入組の都道府県 総 数 罪 衣
総 数 242 150 92 京 都 府 18 i 1口 8
北 海 道 1 1 0大 便 府 71 45 28
宮 城 県 2 1 1 兵 庫 娼 52 17 15
福 島 県 1 1 1 奈 良 ′ 県 5 2 1
茨 木 膜 5 2 1和 歌 山 県 1 1 0
干 襲 県 5 5 0鳥 取 県 5 2 5
東 京 都 8 4 4 白 根 県 5 5 2
神 奈 川 県 6 6 口 広 島 県 41 24 17
静 岡 県 5 2 1 山 口 県 5 2 1
新 潟 県 1 1 0香 川 県 5 2 1
長 野 県 2 2 0頂 知 県 5 口 5
愛 知 県 17 14 5 愛 媛 県 2 1 1
(｢岡山県人口の動 き｣)
蓑 2- 2- 8 県州 TI'出者 40･41･42年度合計 単位 :人
転出後の都道府県 総 数559 罪 女 振出後の都道府児 総 数 盟 女総 数 512 247 滋 賀 県 5 1 2
北 海 道 1 1 0京 都 府 52 19 15
福 島 県 1 1 0大 阪 府 184 85 101
親 木 県 1 0 1 兵 峠 県 85 48 58
栃 木 鬼 1 1 0奈 良 県 4 1 5
山 2 1 1 鳥 取 県 1 0 1
群 馬 県 5 2 5 島 根 県 1 0 1
埼 玉 県 5 4 1 広 島 県 112 dd 46
千 葉 県 7 5 2 山 口 県 2 0 2
軍 京 都 57 26 ll 香 川 県 16 15 1
神 奈 川 県 15 9 4 徳 島 県 2 2 0
静 岡 県 5 5 2 商 知 将 4 1 5
新 潟 県 1 1 0福 岡 県 4 2 2
石 川 県 1 0 1 熊 本 県 1 D 1
愛 知 県 18 15 5 大 分 県 1 1 0
(｢同山県人口の動き｣)
-占2--





























蛍 2-2-7は,僻和40- 42年腔までの5ヶ年 (合計)について,県外からの転入者を都道府
県別に袋計したもの,袈 2-2-8は県外への転出者を同様に蛸計したもので,図2-2-9はそれ
らを地図で示したものである｡










.･ 第5章 原始 ･古代 ･中世の川上町
L:A
` √ L･ し1



































































W南)･1･Om (NdOQw北 )である｡ r岡山腺通史Jには,大正8年以後の渦登によって,荏
-44-
†二､巾._ FL

















(イ)位置 ･立地 手荘大字領家九門の領家川に向かう綾やかな斜面上の,襟帯 120m,国
道 515号線からの比膚 10m付近vC立地しているO大杉塚古墳より約5km[北にある.





1L - I- 号(I)
(l:A)
＼- 〕-ノー ＼--)
図 5- 1-1 大杉塚古墳の石室横写図 (聾者の作成忙よる)
) て二三二 コ＼l~.t亡.王 .h L_｣ (■I､ニ-｣ (l:Fq)
, ..,音字 ､ 圭 二二二チ 盲 .







































名 称 所 在 地 備 考
門の大嶺天井石4枚)事在村大字領家字九門 石室行 18尺
同 上 (天井二日2枚) 仁J1 t上 石室行 17尺5寸
塚 祉 IT'] 1 ~荒樵地,有る尺,径5 0凡 壕石累々
竹林中の項 同 上 林中平兵なる円丘あり,南面して路傍に恥ロすo
大塚 (境壕 ) 手在村大字儲家及七地境上山 円丘径 48尺,石墨全長25尺,幅4尺 5寸
(2)地名からみた古代
『和名抄』の諸国耶郷考をみると.節中には72郷あり.そのうち川上郡に偶するものは5郷であ
る.5郷とは,すなわち近似郷 ･成羽郷 ･弟繋郷･穴田郷･沿野郷である｡ これらの郷のうち.勢繋

































































5 - 2 - 2
国書城吐忙
残る石垣


































磯田時代突入のきっかけとなっナ応ijm ･店前接して,身分純席蜘 1･甜工F赴上の風潮が高まり･世の中 は














































































































第 4章 近 世 の 川 上 町
1 領主の系譜 と支配
(1) 封建支配の系譜 √
弄 4- 1- 1 文久元年 (18i1)Kおける川上町地域の村別支配の状腰
支 配 者 村 名 石 高
一成 羽 音 沢 村 550.DODO
上 大 竹 村 574.0000
大 原 40ロ00
膿 教 村 171.0000
佐 々 木 村 105.000D
撫 川 知 行 所 佐 屋 村 1占&8070
( 戸 川 氏 ) 高 山 村 75514250
福 LLJ 藩 地 顔 村 ∴ 占1ま5550
( 阿 部 氏 ) 領 家 村 525.9510





















(イ)藩祖 家治(左近 ･甲斐守 )




積み重って中洲 (硯中之島)となり.江戸期を通じて山崎氏の所領となったo寛永 14年 4月
15日封を肥後国天草vc移され, 1万石を加えられるoこれは.｢天草の乱｣のち1うど終息し
た後のことで.終戦処理 ･戟後経営の現車な役目を負ったものであったo同18年 (1占41)
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17 . ) Ii
宝永 5年8月 15日家督を継 ぐ0 --
延享 2年 (1745)12月 18日江戸で死亡 行年 58才
(ホ) 4代 償盛(鉄之助 兵郡) ｢ L..lJ
I - 享保13年 (1728)成羽vE生れるo延享 2年･11月賓を継 ぐ0
-81-
宝暦 ム年債盛は不動明王を刻剛せられた｡
宝層 8年 (1758)9月江戸で死亡｡ 行年51才
困 5代 議俊(通有 左兵術)
元文 5年 (1740)5月11日信盛の嫡子として江戸に生れる｡宝暦8年 (1758)家を
鮭ぐ｡享和元年 (1801)7月8日江戸で死亡｡ 行年62才｡
(ト) 占代 義孝 (値之助 兵庫助 )
安永7年 (1778)12月 12日家を継ぐo Lかし,わずか半年後の同8年4月22日江戸
vrで死亡｡ 行年 21才.
(チ) 7代 義苗 (幸之助 主税助 )
頚俊の三男.安永8年 7月5日家を継ぐ｡在位 2年｡天明元年 (1781)7月24日死亡｡
行年 19才
(リ) 8代 義徳(畿質 主税助 )
議俊の四男｡明和 占年 (17占9)成羽vr生れるO天明元年 15才で家督をM.ぐO文化 10年
(18 15)12月20日江戸vcて死亡o 行年 45才
(5t) 9代 残高(鉄弥 勘解由)
玉穂の三男o文化 11年 (1814)5月4日家を継ぐo文政 2年 (1819)9月20日成
羽で死亡｡ 行年 19才｡
(ル) 10代 義柄(伝五郎 主税助 )
義徳の四男 文政 2年 12月8日家を他ぐo文政 1D年 (1827)8月 11日成羽で死亡
行年 25才

















死亡し,丑子として手続中であった勝晴も未折 してしまったので所硫没収 となったo しかし,祖先
の勲功を考慮vEいれられて,勝兼の弟勝時Vこ布光 5千石が賜われ,陣屋を布賀vUJBいたo川上町で
この布賀知行所VC属するのは,七地と地質の一部,そして高山市であるo
(イ)初代 勝時 (虎之助 主水 )
元疎 6年 (1695)12月21日兄勝美が卒 し,養子勝暗に過領を願 うという恩免のない内
vEこれも卒 したため,その所領を収められたo しかし,祖先の卿功を考慮されて勝暗vE,備中国
川上郡のうちvEおレ､て5千石を拾付され,寄食に列せられた0
回 2代 願英 (半助 出羽守 )
正徳 5年 (1715)4月25日裏を継ぎ.同8年 (1718)12月 18日従5位下出羽守
vc叔任される｡元文 2年 (1757)5月28日備中国後月郡のうちにおいて,新恩 5百石を給
付される｡
(-) 5代 勝久 (息郷 左京亮 ) ｢-
宝暦 2年 (1752)11月5日連勝を扱ぐ｡同7年 (1757)12月 18日従5位下出羽
守に叙任されるo
(ニ) 4代 勝政 (忠孝 伊勿守 )
天明7年 (1787)8月5日'寮を継 ぐ｡
回 5代 願周 (勝民 左門 )
勝政の養子となり寛政 8年 (1796)11月25日初めて将軍家に拝謝するo
(､) d代 勝得 1-
弘化年中 (1844- 1847)陣鼻を布焚郡より黒鳥vE移すo
-83-


































庭瀬藩の 4代･目領主であった戸川安風は,若年 9才Kして卒 し,跡継ぎのなLn戸川氏は領地を
没収 されてしまった｡ しかし,その弟達富に名跡を継 ぐことが許されたo連富は初め庭瀬vtお り,






















1; ,I 1 l
撫JH知行所 戸 川 氏
･- ･恭子関係
｢岡山県通史｣より作成
















(-) 5代 達恒 (源次郎 内膳 )
寛延元年(1748)12月25日遺跡を継ぐ｡安永元年 (1772)8月15日死亡o
行年 42才
(ニ) 4代 連邦 (鉄栽 )
安永元年11月7日若干4才にして漣跡を継 ぐ｡文政 10年 (1798)7月2占日死亡.
行年 29才
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回 5代 連寿 (万歳 連兼 )
寛政 10年に兄連邦の養子となって遺跡を継 ぐO文化 9年 (1812)V,C死亡C 行年 17才
(Jl) 占代 連義 (主馬助 弾正 )
相良壱岐守長泉の六男として生まれ,文化9年に遠寿の養子 となり家督を継ぐO天保 14年
(1845)tn:隠居し,家膚 を子連発に誹る.明治7年 (1874)に死亡. 行年 74才
(ト) 7代 連発 (定太郎 )
天保 14年vc家督を放 りうける｡弘化 4年 (1847)に死亡. 行年 22才
(チ)8代 連畝 (主馬助 )
松平讃岐守額胤の亜方叔父の松平主脚軒周の子として生まれた｡弘化 4年に連発の養子 となり
家督を継ぐ｡ しかし,明治2年 (18占9)の版籍畢還vcともない,領主の座を退いて加舷へ帰






である｡ (イ) 7代 正弘 (剛蔵 伊勢守 )




































川上町のうちの七他仏 座長 日 年 (1611)より幕府の直轄となり,元和 5年 (1617)
に,松山坂主池田長草がこれを常 した｡また,その子長常軌 山崎家治が天草vE移対 された後の-
年間,地頭,商家を治めた｡















千石 となるO寛永 9年 (1d52)4月27日死
亡｡ 行年48才
(p)2代 長常 (頻 出雪守 )
慶長 14年 (1占09)鳥取で生まれる｡元和
元年従5位下出雲守vE叔任されるQ充永9年 8月








が,衷 41 1- 7であるO
地頭 ･額家は発永 19年 (1d42)より幕府の直特地となっていたが,文化 10年 (1815)










ただ,｢成羽史話｣Kは,後期山崎氏の知行地として.万治時代の頃vc,大原村 27石 1斗 占升と
なっている｡万冶年間は5年間しかなく,おそらく山崎豊治が成羽領として掛 ナられた最初からの
知行地として,大原は含まれてV,たであろうと思われる｡
蓑 4- 1- 7 村 別 領 主 変 遷 蓑 (川上町 )










T芸三言 年 寄 ~ 組 頭▼▼
I rlI .I
屋 .･T 年 寄 - 紐 帯
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実際vcは,庄屋 ･年寄などはどんなふうvt動き.また.どんな ｢定｣をもとVC行動 していたの
であろうか｡数少ない史料の中から,戸川氏知行所時代のニケ村につV)て考察 してみようO
次vEあげる ｢御仕庶五人範帳｣がそれであるC五人範というの紘,江戸#府が村々の百姓 ･町
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このように.村以外の人物-の対処 ･村内の争い ･年宍米 ･五人組帳宗門帳vE関することなど,種々
耕多なことに庄屋年寄壮権限を有 し.また.村内の代表者として働いていたことがわかるD
で払 次作文久元年 (18A1)当時の川上町内の村々忙おける庄屋の名をあげておこう｡





地頭 ･領家の二村仇 寛永 19年から貰永9年まで天領であった｡その間どのような支配が行なわ
れていたのか,残念ながら史料が現存しないので,はっきりしない｡しかし.代官の名前が明らかで
あるので.以下忙あげておこう.
表 4- 2-5 r川上郡誌｣より作成
代 官 年 代 西 暦
小川藤左衛門 .米倉平太夫 寛 永 19年 1d42
彦坂平九郎 .同九平次 同孫三郎 正 保 5年 1d4占
都築長左衝門 延 宝 7年 1679
服部六左衝門 天 和 5年 1685
後藤覚左衝門 貞 享 2年元 疎 5 1占85492
･平岡吉左衝門 山本惣右衝門
遠 新平衛
平岡彦兵衛, 同次郎衛 宝 永 7年 1710





川田玄蕃 (食教師屋出張 .笠岡陣屋詰 ) 同
内方鉄五郎 寛 延 2
風奈甚三郎 竹垣庄蔑 宝 磨 10年 17占0
渡辺半十郎 明 和 2年 17占5
平岡彦兵衛 野村貰衛門 明 和 5年 17占8
武島左膳 安 永 7年天 明 4 177884
万年七郎右衛門,早川八郎左衝門
滴衣笠郎
早川八郎左衛門(作州久世陣屋話) 同 8年 178 8
立田又兵衛 享 和 元年 1801
山田常右衛門 文 化 2年 1805
( 太 田 郁 子 )
I-95-






























① 従来上 ･中 ･下の三等級の耕地を上々.下々を設けて5等級とし,さらvt上畑なみであった
農政を上々VE位上げする｡ L_ ･., {1. .
⑧ 見取地 ･永荒場や川欠･山崩れの耕地化 ;｢-.
③ 50年以上の除地の蔵入れ .'J ･Lr I l=iT.










































- 上畠 拾七間 九畝拾歩半 音兵衛
拾六間半
此分米 九斗≡升五合 但斗代帝石 t1--
同所 新開古検無之






















































表 415- 1 二筋村,等級別EEl地面研比較ま
古 検 延 宝 5 年 検 地
ヽ(_慶長年間) 面 .il 分 米 斗 代
Ii上 々 田 町 反 畝 歩 町 反 故 歩 石 斗 升 合 石 斗
1 1 5 1 8 71/々 ' 3 1 0 5 1 7
上 田 8 1 29 1 2 4 15 18 8 5 8 1 5
中 田 2 1 5 27 5 2 8 29レ々 40 2 2 1 2
下 田 5 1 4 9 4 8 2 91/つ 58 7 1 9 8
下 々 田 1 2 5 4 1 8 4 29 7 5 9 8 4
山 田 1 5 5 1 7 2 05 7 8 2
上 畠 1 5 2 12 2 0 071} 19 8 4 7 10
中 畠 2 7 占 15 5 7 1221) 28 4 2 4 7
下 品 5 4 9 9 4 8 5 1占 19 2 2 5 4
下 々 畠 1 8 8 2 2 2 7 5レ2 5 4 8 占 2
切 畠 2 5 14 5 4 25 ロ 5 7 1 1
屋 敷 5 4 10 4 8271/々 4 9 8 9 10
小 計 17 7 5 19 25 2 4 18.1/2 184 9 9 4
節開 上 々 田中下 I. ､ヽ 29 0.07 7 一一
下 々 田 15 0.02
山 田 12レ2 0.00 8
上 畠 ｢- 241/〟 0_08 2
中 畠 d 11ソ2 0. 4 4 4
下 畠 7 728レ2 5. 1 5 1
下 々 畠 1 5 2 dl/〟 5.04 9
切 畠 I.2 d dl/2 口2 占 4
屋 敷 411 a. 4 5 7
小 計 2 A 925 7, 5 5 2
AI 実 合 計 17 7 5 19 2 7 9.4 51} 192. 4 4 4(合計 ) (18 0 8 245) ( 2 8 5占 7 )l (195. 占 9 5)
延宝5年ニケ村検地帳から作成
-99_
これを同 じ水谷氏vEよる延宝の検地が行なわれた他の村とくらべたのが.表 4- 5- 2である.小田
郡小Fl相では,山田切畠がないが上4 品が加わり,田5等軌 島 5等級｡後月那糊 付では.上々臥
山田,上白がなく田 4等級,畠 5等級にわかれているOまた斗代 に関しても必ずしも一様でないことが
わかる｡このようにいくら条目が定められていたとはいえ,かなりの柔軟性があり,地域に応 じて,等
級,斗代が決定されたのではないかと思われる｡
表 4- 5- 2 田 畑 の 等 級 と 斗 代 の 比 較
二筋村 小田村 築栃村
上 々田 石 斗1 75 石 斗1 8占 石 斗1 5
中 田 1 2 1 3 1 2
下 田 8 9 a
下 々田山上 晶畠 421 0 51 30 410
中 .良 7 7 7
下 島 4 4 4
汁 ) 地域研死第 15縫 ｢変貌する芳井町｣Pd5および延玉 5年ニケ村検地帳から作成
次に,古検vEおいて 17町 7反 5畝 19歩であった耕地面8'Iが延宝 5年では, 27町 9反 4畝 5分半
VE増加 している｡ この増加分9町8反 5畝 11歩のうち.新的分は, 2町 占反9畝 25歩vc過ぎず残 り










(7)寛永初年の成羽#lJJ崎領の内検地 元卸3年 (1a17)lR:成羽に封 じられた山崎家治Qj:,
虎永初年 (1a24)に仕掛勺の内検地をしたとのことである. しかし領地全体の他局は不明で
あるoこのとき の領地に,地頭慣熟 三沢,J=大竹,下大竹がふくまれているO
(イ) 寛永 7年松山滞池田領の内検地 元卸 3年vc備中に封せられ,寛永 7年 (165 0 )に髄内
の検地を行なった｡七地相がこれにふくまれでいる｡
(ウ)寛永 17年成羽滞水谷領の内検地 水谷勝隆は男永 1 年` (1dS9)t^r,成羽vt転封 し,翌
17年から領内の検地をおこなった｡地軌 儲京がふ くまれる｡
(-)万治の成羽藩山崎領の内検地 万治元年 (1d58)山崎金治が成羽に入部すると,検地が
おこなわれた.これVCより≡沢村の免状にある村高は.万治5年 (1占59 )の 258石 1斗 2
升 9合から万治 4年 (1日 0)には, 占44石 3斗 9升5台と215倍vrも[1ねあがっている｡
(i) 元藤 15年の成羽常山崎領の内検地 r間山県姓第土木史｣によれば山崎主税助義方は.
元練 15年 (1700)vc一斉に領内の内検地を行い,これVEより朱印高の500 0石が,
8 200石 8斗の地福Kなったとあるが,｢成羽史話｣ vtよればこのときの検地は姫路城主本多
中務大輔作よりなされたとある. しかし三沢村の免状でみるかぎり,元緑年間に村高の変化はみ







魯vcよりみていくことvCLLう｡なお,地頭村は,文化 10年 (18 15)から排山藩の預 り地で
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ことで,代官所-払 願下げ願番vtあるごとく r悉疑念相暗候Jと報告 し.源内の不正.跡役庄屋,杏
めぐる争いを一切水に流 した訳である.この結末をむかえるまでVC,落印方が源内vc免状等の公開をせ
まってから棄VC4年.代官所に持ち込まれてからでも2年半の歳月が過ぎていた｡
黄 41515 嘉永 2年 地頭机 持高牌倒矛
村 全 体 落 印 方
持 高 区 分 戸 数 戸数比率〆 戸 数 戸数比率〆
100石以上5 - 100～ 52D 2 1 (1 )5 0.524 4 17.55 1 1 5 71
1～ 5 105 (15) 4a8 15 5&5
1石未満無 高 87 (5d)不 明 41.2 A 2占,2
注) 苗永 2年 地旗村,東組,名寄帳
寡 永 2年 地頭村,西乱 名寄帳 上り作成
ただし( )は入作
-LIQ5-
では.この落印方百姓は.どうV}う階層の人々であろうか.蓑 4- 5-5は.嘉永 2年 (1849)
の栄西 2組の名寄帳から作成したものである｡尚この名寄帳で確認できたのは.落印方 51名0.うち








(近 広 和 恵 )












クハ天水受ノ地ナリ｣とあるように,土地の塩伏が激しく, 4 0- 5 0%はいわゆる｢高燥｣の地で
水利の便が悪く,必然的に｢早磐ヲ奴 ル｣結果を招くような悪条件であった｡





























表 4-4-1 成 業 生 産 条 件
村 名 地 味 耕 地 立 地 肥 料 畑 作 物
三 沢 村 其色-ナラズ 土地高低-ナラズ 肥清二乏シ 大麦.小麦.裸麦.大豆,
三四歩ハ夷土 四五歩ハ高燥多クハ天 小豆,莱,秦 ,軌 常夏,
赤土混約 水受ノ地ナリ 甘智 実綿 馬鈴薯.音葉
六七歩ハ竣土ニ 水利ノ便ヲ得ズ 菜種,葉菜.蚕豆,糸屑 ,
小石ヲ交ヘ 時々早署ヲ捜 ル 胡麻.牛芳
領 煮 付 砂地石ませり 地頭村川尻り,方々落合 柴 草 大麦.小麦,秤,きび,
之所 大川同前ニ御座候 炭くもし雑こや栄 (他よりEL人 ) 大豆.小豆.葡麦.粟,茄子,里いも,えんどふ,牛乳 大角豆. ご,根 煙草
脚 数 村 其色赤或ハ黒ニ 地位節低乾湿-定セス ト 肥常二乏シ 大麦,小麦,大豆.莱,
シテ 鼓水利梢便こシテ水草ノ 香.稗,小豆,帝麦,
村 名 戸 数 午 局 村 高 史 料 名
戸 数 人 数
三 沢 村 本籍 152 男 584 牡 57 牡 2 村 舘(明治 15年 )
社 18寺 1計 15 女 581計 765 牝 101計 58 牝 0吉十 2
領 家 相 石525.951 ｢備中国川上郡領家相明細帳 ｣(天明8年 )
数 村 本楯 69 男 182 牡 8 /′/ 村 紘
























































































































































































































































































































































































































































































































































表 4-4-5 明治 10年戯産物の価額比率(%)
虚 産 物 全 国 l 備 前 川上部五拾ケ村
栄.精米,陸稲 61.1 1 69.9 45.7
大 麦 5.1 1.8 187
裸 麦 4.1 8,8 0.i




































































伝記 ｣によれは,元禄以脚 こすでは土のひきう寸である岨日(土日)への移行を示し,木Eは すたれ
たとあるO選別用具は鼠選Iこよるものと.必軸の火 ききIこよるものの二越知に分けるととができるo
Eir者は先.唐沢.後者は飾 (ふるい),千石)75,lh石嵐 であるO近ir戯掛 ま朱を一般的な選別用臭
としてあげている｡そして茸を用いて現過したもの.をさらに鰍 こかけて遠別する.筒の円形の掛 こは
竹をmい,柵剛とは麻糸を用いたJ:うである｡ニ札 またはそれ以上の傾斜した師J:りfる千石乱1
















写六 4- 4- 4 マ ン ガ
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写真 4- 4- 8 敬 家 相 絵 図
























男子宮市年六ツ 長年十三 五郎作年州 たま年廿 女子つる年十 下人助一郎什三
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. 此人数三人 ● LlrLt
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この三沢村人馬帳を持刷 軌 こ塩ペ換えたのか教 卓｣2-4である｡揖 宿柵硯についてみると,原宿
持砧は圧出助左脚 巧の ld石7斗余で.以下才故の1石 1斗余まで僻舶分化が見られる｡考察対政と






の割合を表 4-2-5より見てみよう｡(イ)は 14戸 ･412あ.(O)は5声･14.7%,Mは8声 ･2
ま5%.(⇒は7声 ･20･8%となり,(JL)の衣のみ任.iか40島原圧.(D),むう,F)の｢はい局｣｢馬屋｣
一一115-
表 4-4-4 蒐永 21年の三沢村における旗民住宅の建株および硬坪欄成
戸 主 名 持 高 家(母屋) はい屋 馬 屋 人 数 年 馬
庄 屋 助左 衛門 lA.742石 5 x8 倍l 2X d間 2X 5間 ldJ 牛 5.馬 1
療 二 郎 1i107 さ X5 1X S 4
源 七 ll.228 5 Xd 1x 2 1x 5 8 牛 1
五郎右裾門 ー0.185 2 X5 lX 5 1X 5 9 年 1
弥 七 郎 9.611 5 X d 占
新 兵 衛 9.48 2.5X 4 1x 2 6 年 1
笹 載 7.525 5 X 5 115X 3 2× 5 9
与三右衛門 7.169 2 X 5 1x 2 4 牛 1
与 一百 &711 2 X 5 1x 2 5 牛 1
三郎右衛門 &457 2 X S 1x 2 4 牛 1
吉 鹿 ASo2 2 X515 4
与 吉 占.282 2 X 5 1x 2 4 年 1
与 一 郎 &004 2 X 5 4
六郎 兵衛 5.408 2 X 4 5
長 二 郎 4.847 1 Xる 1x 2 5 馬 1
新 三 郎 4.847 2 X 5 4
二 郎 吉 4.885 2 X 5 lX 3 2X S 9 牛 1
助 七 4.484 2 x 4 1x 2 5
久 三 助 4.48 2 x 4 l 5
権 七 4.55 2 X 5 4
宗 兵 帝 4.16 2 X さ 1x 2 5 年 1
助 三 郎 171 2 × 5 4
太郎 兵衛 5.87 2 X 5 5
作右 南門 i441 2 x5 1x 2 4 午 1
宗 兵 衛 5,459 2 X5 a
甚 七 郎 i585 2 X 5 1X 3 5 牛 1.馬 1
又 五 郎 3.249 2 X 5 1x 2 占 年 1
. 惣 七 JZB ま241 2 X 5 1x 2 4
二郎 兵衛 1059 2 X 5 4
平 二 郎 _5 Z X S 1x 2 5
せん宗 新 法 寺 2.811 1.5X 5 1x 2 5
-11占-
戸 主 名 持 高 蘇 (母屋) はい屋 馬 屋 人 数 牛 馬
二 lAB三郎 2 X Jt 4 -
才 蔵 1.112 2 X 5 5
助左衛門下人 与 七 2.5X 5 1メ:2 5 馬 1
〃 惣 吉 2 X 5 I 占
〃 二郎三郎 2 X 5 1.5x2 5 年 1
〃 助二 郎 1 X さ 5
〃 孫右裾門 2 X 5 -1x 2 9
〃 源 四郎 2 X 5 4
弥七郎下人 久 蔵 1.5X 5 - 5
甚七郎下人 三 四郎 2 X,5 ー t= 5
原二郎下人 源 三郎 2 X 王 5
与右裾門下人 与 太郎 2 X 4 4
孫右衛門下人 又 助 Z X 5 7
新兵衛下人 長 介 2 X さ 1x2 4 l
三郎右衛門下人五郎二郎 2 X 王 5 Ll
醇二郎下人 孫 三 2 X 5 5
与書下人 又右衛門 2_5X S 1x 2 5 馬 1
与三右篠門下人 小四郎 2 X 4 5










































































































































































































































































































































































































次に ｢住宅建坪数｣について見ると. (イ )r凍Jのみ住宅は ｢†0坪未満｣に 9戸. ｢10-20
坪｣に 4戸と典中 している｡ lp)｢家｣+ ｢はい宮J住宅は. ｢10坪未満｣に 1戸. ｢10-20
坪｣に 2戸. ｢20-50坪｣には存在せず, ｢さ0- 4ロ坪｣に 2声と釧汝しているO (-)囁｣
十 ｢馬屋｣住宅 も. ｢TO坪未満｣に5戸. ｢T0-20坪｣に 5戸, ｢20- 50坪｣に 2戸と分
散慣向を示 しているOそLて (ニ)の ｢涙｣十 ｢はい鼠｣｣ ｢馬尾 ｣住宅に至ると ｢10-20坪｣
に2戸. ｢20- 50坪｣ 4戸.それに庄屋助左衝門の下人の建坪も含めた= d坪という膨大な建













判明L得ず家人の記憶tu=J:って所有田畑を確認 LF二にす >'/[いので.大まか/T数値 しかつかめrl･か
つ[=o .
(a,) 下層住宅の部例 (t地所在 ) [
この建物の成立年代は不詳だが.家人の話にEtlかIf.明治期に田鰍 i所有しておらず.′J､作をLて
いたそうである｡近世に掛 ､てもやはり同程度の階WFこ位任 Lていたと考えてJ:いだろうor8星の樹
齢 ま.奥行4軋 胤E]dlI!Jで盛坪 2 4坪であるDhi.臥 )'7ラブ牛で軒は低く,Tii泊 りの両側面はべタ
壁 (土壁 )で亀 り込められていて.きわめて閉鎖的rlつくりにli･っている｡母屋に付属Lている納良
は現在瓦苛 さに改築されているが.それが母盆と同的湖のものかどうかは不明であるO
胤聴 りをみると.居住宋部分は ｢ニワ｣とよはtLる14丑半のゴザ炊きの広間と. ｢オクノ7｣
(8位 ),｢ナ ン ド｣(る丑 )の二重から成っているQ｢ニワ｣はスノコ天井で,中央にイp.)を切
-119- -
図 4- 4- 1 4【例(a)平面図





























す暗 く.通風 .採光 ともElと催いo
Tこ9,.天井の一角が 5[cm四万位の四角形にくり抜かtLでいる｡生活上,不可欠の水は近 くの共同井
戸から持ち帰 り.炊事 ･風呂に利用 していた｡
この住宅は.部屋部分が客室 としてUl)｢オクノ7｣ と,家族の嬢壷である ｢ナ t/ド｣との二重に分





写在 4--4- 1 5
恥例(a)の緑
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単底 4- 4- 16
典同 井戸
l
ー P_ こ こ r/rIJr LJ





母屋の頒掛 ま興行 5･5肌 制 口 7･5胤で.先の F榊LE宅のホ例よりいく分大 きくなっている.その
差は ｢屠仕TR部分Jの部虚数にあらわれ.｢オ-ラ-｣と1はれる ｢オクノ-TJに相当する部毎 r6
磁 )と,｢ナンド｣(512)に加えて 10蝕の ｢テー｣(｢ナカノ･-/｣ともいう)が哨室されている｡
以前 ｢デー｣には 1 1盛の広胤 (板張.感俄 )は切って3)ろのと同様のイロリを静けていた｡それ



























胤取 り構造において乗通 りがこ室に脚室されI=烏と.三方は依賂土壁であるが､明 り窓が広胤の北



























平面図に示 したように.奥行 5･5胤.F'"目口 18隈は いう建坪 55坪の母屋のはかに.木小尾.蔵.
カギヤ.部屋座敷.料理部屋,納屋.牛小屋といった付成唾物を聞取 こ配位 L,屋故全体を土塀で閉
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mJ取 りで特徴 としてあく~TられるのSi.表通 りや;｢三七ノマ(爪の伽 )｣ 8軽.｢ホ トケノ17(仏の
榊 )｣ 6軌 ｢オクノ?ー｣ 8凸の三重に増塞き11 また中岡住宅では袋並 りほおける ｢ナンr｣が一
室だけであったのに対 し.ここでは ｢ナソド｣ 8畳.｢ナカナソド｣ 6仇 rオクナンド｣ 6丑の三
重に分離 して.それ こ`｢ナシlウ/7(化粧の胤 †｣58半が加わり.生悟空胤の磯憶分化が進めら
れている点である｡
｢ミセノマ｣は ｢客間｣ともよぴ.普通一般の奮 ･Ti･もてなす喝合に使用 LTこ.rホ トケ/マ｣は文
字辿 り仏堀が ってあり. このJ:うに仏切の/こめに4位 lf1=t)をあてることができるのは.やはり母屋
の規模の大きさを.ひいては京勢の裁きを示す ものといえJ:う｡
身分の上層の客は. ｢:セノて｣には軍内せず.内鮭か ら直接 ｢オークノマ｣に軌 ､たD ｢オクノマ｣
は迎客専用の客座敬で.それだけに2尺5寸の木取 付JT醍および天袋戸棚と速い棚を掛 目こ協和 よ
む院造 りの形式を踏んだ立派なものとなっているOそして客解教の周辺 も柄か ら西に廻り緑をめぐら
し.迎客専用の上便所が妬えられている｡｢ホ トケノマ｣ と ｢オクノマ｣の天井は梁から針金1･どで
吊ったさおぶちのつり天井である｡
また ｢ナンド｣は 1間半以上 もの明り窓とぬれ漣を訊 す.表通 りの ｢ミセノマ｣から素通 りが見通
せるほど朗放的になった｡｢ナカナンド｣は王に烹財道具の旺き場として使用され.その奥に女性の
化粧用の部屋 として. ｢ケショウノマ｣が備えられている｡ ここにも1簡半の明 り窓をとりつけ, こ





























写英 4-4- 29 番臥cJ｢ホ トケノマ｣の神棚
奥に ｢ナカナソド｣.そして ｢ケショウノ17｣のガラス戸が見えている














表 4-5- 1 三沢村の否租 (罪女 l5-文久1)
年 代 村 商 !酌 毛付帯 定 米 用捨米 上房束 窟 免e-d 毛付免e-d
a b 8-b a d C-d a A-b
-19 225.515 225.515 214.250 214.250 9,49 9.49
20 225一515 225.515 21占.500 21占_50CI_ 9,占0 9.dD
21 225.515 225.515 218.750 .21a750 9-70 9.70
正保 2 (.1糾4)225.515 225.515 21?.880 219.880 9.75 9.75
5 222.515 225.515 2d5.070 285.D70 ll,占7 ll.占7
4 245.8dD 245.8占0 215.3占5 275,585 ll.20 ll.20
慶安1(1朗8) 245.8占0 245.85D 280_280 280.280 Ill.40 ll.40
2 245.8占0 245.8iD 285.20〔】 285.200 ll.占0 ll.dD
5 245.8占D 245.8占0 280,280 28〔).2■80 ll.40 ll.40
4 245.840 245,8占0 280,280 280.280. ll.40 11一.40
承応 1 (川52)245.8占□ 245',8占0 270.458 270.450 ll.■00 ll.00
2 245.8占0 245.860 2占5,530 2占5.530 10.80 10.80
5 245.8占0 245.8占0 2占7.99ロ 2占7_990 10.90 1口.90
明暦 1 (帖55) 245.8占0 245_8占0 2dO.占10 2占0.占10 10,占0 10.占0
2 245.8dD 245.8占0 277.820 277.820 ll.50 ll.50
5 245.8dD 245.8占0 277.820 277.820 ll.50 ll.50
万治2 (ld59) 258129 258,129 521,占80 521.占80 ll,2占 ll.2占
5 25&129 25a129 54810〔l 5占8.100 14.2占 14.2占
4 644.595 占44.595 5dad00 5占8.占00 5.72 5.72
寛文2 (1.砧1) 占44.595 占44.595 5占7.800 5占7.800 5,70 5,70
5 644.595 占44_595 5占1500 529.881 4.97 4.97
4 占44.595 占44.595 340.530 5占0.550 5.59 5.59
5 d44.595 645.470 さ58,180 558.180 5.5占 5.57
i , 占44.595 0.928 645.^70 557,890 557.890 5.55 5.54
7 644.595 0.928 占45.47(ー 532.200 352.200 5.1占 5.1占
-151-
年 代 村 有 隷引高 毛付肯 定 米 用捨米 上納米 有 免C-d 毛付免C-d
a b a-b C d C-d a a-b
蒐文9 石 石 石 石 石1.945 石 ツ ツ
644.595 0.928 占43.470585.510 5占5.510 5.55 5.54
10 644.595 8.928 845.470 554.400 554.400 5.50 5.51
ll 占44,595 0.928 645.470 5d4.100 564,100 5.占5 5,8占
12 ム44.595 0.928 占45.4705ム4.100 564.100 5.占5 5.dd
延宝 1(1675)54&089 0,928 547.161502.000 502.0(〕D 5.51 5_52
2 占44.5占9 占9.521575,048 502.270 502.270 4.49 4_96
7 64占,059 占5.24d 572_815 510.830 510,850 4.81 5,45
8 占46_987 65.246 572_815510.850 508.8占7 4.77 5.59
9 占4占,987 ム6,08 580.907 SOP.570※ 0.208156952057 509.778 4.79 5.55
天和2(1占81)646.987 dd.08 580.907 509.占20 509.d20 4.79 5.55
5 64ム987 66.08 580.907 510.295 510.295 4.80 5.54
月亨 1 64占.987 66.08 580.907 521.010 521.010 4.96 5.55
2 占46.987 56.009 5T,90.978 524.520 524,520 5.02 5.49
5 84占.987 55,7占7 591.220524,664 524.664 5.02 5.49
4 84占ー987 55.7占7 591.220 524.664 510.974 4.81 5,2占
5 64A.987 55.767 591.220 524.占64 524.684 5.02 5.49
元禄2(1689) . 55.491 9549占 52占018 2759占1 25 461
5 64占.987 55.4910,78517占 595.4966202占81152占,018※ 1.099 527.117 5.CLd 5.51(〕0
4 646.987 527.117 52.252※ 05892 000 274.8占5 4.25
5 648.987 527,占28 527.占28 5.08
6 646.987 527.占28 528.217 5.07
7 6 82 7 82 ,07
8 占46.987 49.780 597,227 52a415 278.415 4.50 4.占占
9 64A.987 49.760 597.227 528,415 52a415 5.08 5.4占
10 占 4?,220 597.787 8,754 508754 77 5.ll
ll 64占.987 49.220 597二7占7 528.754 4.945 525.789 5.80 5-42
12 占46.987 49,220 597.767528_754 55.000 295.754 4,54 4.95
15 646.987 49.220 597.7占7 528.754 24.487 504.247 4.70 5.09
14 646.987 48.188 598819 508,972 10.042 29占.950 4.59 T 4.96
15 846.987 4a1占8 598.819 506.9I72 36.992※ 1,46918557 2占9.988 4.17 4.51
宝永 1(1704)占46.987 4占.152 占00.855 508,994 506.994 4.74 5.ll
2 占46.987 45.621601.566 507_112 507.ll.2 4.75 5.ll
5 64ム987 45,821 占01.5dd 507_112 50a581 4.77 5.15
4 648.987 42.885 dD4.102 508.581 508∴581 4.77 5.ll
占 占, 58554 dDadJ55 10857 922 0 52
占 占46.987 75.081 575.906 292.279 292.279 4.52 5.09
7 646,987 70し105 57占,802 295.715 29エ715 4.54 5.09
8 646,987 66.058 580.829295.89E] 295.890 4.57 5.09
､ ヽ
年 代 村 有 緒引高 毛付高 定 米 用檎米 上納米 高 免e-d 毛付免｡-a
8 b A-b C d e-d EL 8-b
646,987 49.5占0 597.629 504.852 504,852 4.71 5.一口
5 646.987 62.178 584.Bu? 297.955 297.955 4.占1 5.09
4 646.987 5?.456 587,551 299.415 299.415 4.65 5.1D l
5 646.987 59.45占 587.551 299,415 299.415 4.65 5,10
占 84占.987 59,456 587.551 29?.Ll15 299.413 4.占5 5.10
事保 2(1717)占4占_987 54.054 5?2_955 502.524 502.524 4.占7 5.10
5 646.987 54.D54 587.531 502.524 502.524 4.67 5,10
4 846.987 46.951 占00.05占 30ム128 50占,128 4.75 5.10
5 846,987 46,951 占00_056 Sod.128 Sod.128 4.75 5.10
占 646.987 id,951 600.056 SOふ.128 306.128 4.75 5.10
元文4(1759)占4占.987 150,45151占.55占 261.844 255.986 5,96 4.9占
5 64占.987 156.55占 49CL451 241.9dd 2占1.988 4.05 5.54
耽保 1(1741)646,987 105_858 545.129 27ムー15 270.115 4.17 4.97
2 646.987 105.85白 545山129 276,115 27占.一,15 4.17 4,97
5 64占.987 185.858 545.129 278ゝ115 269.747 4.17 4.97
延事1(1744)646,987 104.875 542.114 275,占10 a.155 269.457 4.1占 4.97
2 846.987 105.159 541.828 275.456 9.744 265712 4.ll 4.90
5 1 占46.987 112.967 554.020 271.5占4 8.000 2占5,564 4.10 4,97
4 64占,987 112.9ム7 554.020 271.564 i_0(〕0 265.5占4 4.10 4.97
5 64占.987 112.967 554.n20 27t5d4 a.000 265,5占4 4.10 4.97
寛延2(1749)648.987 112.967 554.020 271.5占4 占.000 265,564 4.10 4.97
5 646.987 112.9占7 554.020 271.3占4 6.000 265.5占4 4.15 5.02
4 646.987 112.9占7 534,020 27 _ー5占4 5.166 268.198 4.15 4.97
宝暦 2(1752)占48.987 107.580 559,占27 274.197 占.000 268,197 4.15 4.97
5 64占.987 107.560 559.627 274.197 i.ロob 26a197 4.15 4.97
4 646,987 107,ado 559.占27 274.197 6.000 2da197 4.15 4.97
l 5 648.987 107.560 559,占27 274.197 29.100 245.097 5.79 4,54
6 648.987 107.5占0 559.占27 274,197 5.800 268,597 4,15 4.98
7 647.169 107.5占0 559.809 274.257 14.000 260.257 4.02 4.82
8 占47.169 107,ちdo 559.809 274,257 10.000 264,257 4.08 4.90
9 847.1占9 107.5占0 559,809 274.257 10.000 2占4.257 4.08 4.90
10 647.1d9.107.560 559.809 274.257 9.545 264.894 4.89 4_91
ll 647.169 107.560 559.809 274.257 占.545 267892 4.14 4.9占
12 647.189 107.560 559.809 274.257 9.672 2占4.565 4.09 4.90
15 647.169 1D7.560 559.809 274.257 8,945 265.294 4,10 4.91
14 647.1占9 107.560 559.809 274.257 7.445 2占8.794 4.12 4.94
明和 2(17占5)占47.169 107.ちdo 559.809 274,257 5.576 270,8占1 4.19 5.02
-1さ3-
年 代 料.筒 藷引布 毛付高 定 米 用括米 上納米 有 免C-d 毛付免C-d
a b a-b C d C-d a fL-b
明和 4 石 一石 石 石 石 石 ツ ツ647.1占9 107.560 559.809 274.257 a576 265.861 4.ll 4.95
5 丘47,169 107560 559.809 274.257 7.6.72 286.565 4.12 4.94
a 647169 107.150 540.i)1? 274.285 9.424 264.861 4.09 4.90
7 647.169 107.150 5.40.619 274.285 41,065 25まま22 5.占0 4.52
8 647.169 107.150 540.019 2●74.285 82.69占 l?1.589 2.9占 5.55
9 647.169 107.150 540.019 274.285 9.576 264.909 4.09 4.91
安永 2(1775)647.169 107.15CI540.819 2.74.285 9.576 264.909 4.09 4.91
5 647,169 107,150 540.019 274.2.85 15.576 25a.909 4.00 4.79
4 647T169 106.957 540.252 274.552 72.845 201.487 5.ll i75
5 647.169 10d.957 540.252 274.352 15.576 258.?58 4.00 4.79
6 647.169 106.957 540,252 274,552 16.995 2.57.941 5.98 4.77
7 847.169 lob.957 540,セ52 274.552 24.721 249,611 5.86 4.占2
8 647.169 182.127 545.042･271.550 18.576 255.174 5.91 4.65
9 647.169 102.127 545.042 271.550 57.Odd 214.50.4 5.51 5.94
天明1(1781)647.149 102.127 545.042 271.550 17.649 277,547 4.29 5.09
2 647.169 ll.4.918 552.251270.099 18.576 252,525 5.90 4.74
5 647.169 114.918 552.251270.099 59.557210.742 5.2占 5.96
4 647.169 110.619 55占.550 272.407 15.941 258.45占 5.99 4.82
5 847.169 109.595 ∫557.5Td 272_941 81.225 191.714 2.9d 5_57
占 647.1占9 109.595 557.57占 272.941 112.085 160.85占 2.49 2.99
7 647.169 10.9,595 557.57占 272.941 57.777 255,164 5.65 4.57
8 647.169 109.878 557.291272.788 69.981 202.807 5.15 5.77
5 647.1占9 110.150 557.059 272.占55 52.878 259.777 FJD 4.46
4 占47.169 110.15.0 557.059 272.655 54.977 257.67(～ 5.67 4.45
5 647.169 109.865 557,506 272.799 51.576 2占9.425 4.18 5.01
占 647.169 109.865 557.50占 272.799 58748 254.051 5.61 4.56
7 ■占47.169 llm.165 557.Ooユ 272.d57 51.298 241.559 ユ75 4.50
9 647.169.110.018 .557.151272.715 59.576 255.459 5.61 4.55
10 647,1占9 lop.382 557,787275.057 2a576 244.占81 5.78 4.55
ll 647.169 109.582 557.787 275.057 48.659 224,598 ま47 4.17
12 647.169 109.582 557.78T 275.057 51.576 241.占81 5,75 4.49
-I?和 1(1801)64,7.1占9 109.582 557.787 275.057 51.456 241Id21 5.73 4.49
2 647.169 109.582 557.787 275.057 55.071 217.986 5.57 4.05
5 占47.1占9 109.582 557.787 275.057. 52.576 2401681 エ71 4.48
年 代 村 高 諸引苗 毛付粛 定 米 用捻米 上納米 高 免C-d 毛付免C-d
a b a-b C d C-d A a-b
文化2 石 石 石 石 石 石 ツ ツ647.169 110.029 557.140 272.714 45.578 229.558 5.54 4,27
5 847.169 110.628 556.545 272.395 47.770 224.625 5.47 4.19
4 847.189 110.占28 5561545 272.395 占9.678 202.719 5.15 5.78
5 647,169 110.258 556,911 272.589 54.67d 257.915 5.88 4.45
a 847.1-占9 110.168 557.001 272,457 54.878 257.981 5.88 4,45
7 647.169 109.708 557.461 272.884 54.676 25&208 5.ム8 4.45
8 647.169 109.dd4 557.505 272_908 54.678 258.252 5.占8 4.45
9 647.169 104.500 542.869 270.467 54.占7占 255.791 5.占4 4.54
10 占47.169 114.277 552_892 270.478 54.678 255.802 5.64 4.42
ll 647.189 112.112 555.057 271.ム 4ー 45.995 257.719 5_67 4.44
12 占47.169 111.048 556.1212-72.182 54.67占 257.486 5.67 4.45
15 847.189 111.048 556.121272.1dZ 54.占76 257.488 5.67 4.45
14 占47.1占9 109.597 557.772 27ま049 54.676 258.575 5ー68 4.45
15 占47.1占9 109.788 557.581 272.859 54.占7占 258.1占5 5.68 4.45
文政2(1819)占47.169 10♀788 557.581 272_859 54.676 25a165 5.68 4.45
5 647.1占9 lop.788 557.581 272_859 54.87占 258.1d5 5.占8 4.45
4 647.169 109.788 557.581 272.839 54,67占 258.1占5 5.占8 4.45
5 647.1.89 109.788 557.581 27~2_859 54.占7占 258.165 5.68 4.45
r d 647.189 109.788 557.581 272.859 54.67占 258.1占5 5.88 4.45
r 7 占47,1占9 109.788 557.581 272.859 54.占7占 258,1占5 5.68 4_45
8 847,1占9 109,788 557.581 272.859 54.占7占I 25&1占5 5,88 4,45
9 占47.169 109.788 557.581 272.859 272.859 4.22 5.08
10 占47.1占9 144.918 502.251 254.Dl? 254.019 5.95 5.08
ll 占47.1占9 144.918 492.251 254.019 254.019 5.95 5,16
12 d47,169 15占.785 510.580 25a587 258.587 5.99 5.0占
15 647.169 128.210 518,959 262.959 262.959 4.0占 5.07
天保2(1851)占47.1占9 119,2占1 527.9ロ8 287.752 267.752 4.14 5.07
5 647.169 115.815 555.55占 270.占77 27CL677 4.18 5.07
4 占47.1占9 lCI9.582 537.787 2【】7.677 207,677 5,21 5_86
5 447.1占9 111.511 555.658 271.914 271.914 4.20 5.08
6 647.169 110,988 55A.265 272.239 272,259 4.21 5.08
7 647.1占9 110.595 55占.574 272.40占 272.404 4.21 5,08
8 647169 110.545 55占.824 272_540 272.540 4.21 5.08
9 占47.1占9 110,545 55占,82Lー 272.548 272.540 4.21 5.08
10 647.585 110.477 556.908 272一555 272.555 4,21 5.88
ll 847.585 110.477 55占.908 272.559 _272.559 4.21 5.88
12 647.585 112.781 554.占04 271.322 271.522 4.19 5.08
15 647.585 115.478 535.907 270,957 27O,957 4.19 5ー07
-155-
年 代 村 高 諸引高 毛付砧 定 米 用捨米 上納米 高 免e-d 毛付免C-d
LL b a-b C d C-d a a-b
天保14 石 石 石 石 石 石 ツ ツ647.385 112.55占 554.829 271.452 271.452 4.19 5.08
15 647.585 111.655 535.752 271.948 271.948 4.2□ 5.08
弘化 2(1845)847.385 111.855 555.752 271.948 271,948 4.20 5.□8
5 847.585 111.587 555.占02 271,963 271.965 4.20 5.08
4 847.585 111.108 55占.277 272_209 272.209 4.20 5,08
姦永 1(1848)占47.585 111.108 55ム277 272-209 272.209 4.20 5.08
2 占47.585 111.108 55ム277 272.209 272.2□9 4.20 5.08
5 847.585 115.572 555,815 270.892 270,892 4.18 5.□7
4 647.585 115,108 554.727 271.194 271.194 4.19 5.□7
5 647.585 112,888 554,占97 271.571 271.571 4.19 5,08
占 84a281 121.205 527.07占 267.ODD 267.000 4,12 5.C)7
7 占4a281121.205 527.076 2占7.000 267.008 4.12 5,b7
安政 2(1855)占48,281 120.799 527.482 2占7.218 267.218 4-12 5.07
5 648.281 11占.012 552.2占9 2占9,785 2占9.785 4,16 5.07
4 占48.281 115.591 552,占90 270.009 270,009 4.16 5.07
5 占48,281 112.911 555,570 271.448 271.448 4,19 5.□7
6 648.281 112.911 555.570 271.448 271.448 4.19 5.07
万妊 1(1860)64a281 112.057 55&244 271.912 271.912 4.19 5.07
三沢村については,究永 15年 (1658)から万拾 5年 (1日 ロ)までの天額の時期に村有が
220石～ 258石であったのに対し,万治 4年 (1日 1)には644･595石となり,約2倍半
にも増えている｡ これは万拾元年,山崎出治が成羽に入府した際に行なわれた検地によるものと考え
られるdまた定米も万治2年を境として 100石近く加増されていることも注目される｡｢成羽史諏｣
































その免率は,天明朋まではかなりの変動がみられるが.寛政湖以後は 12ヲ岩- 15ヲg台を維持し, こ
れによって免率 もほほ4ツ占分～ 4ツ7分に落ち若くのである.
またその内訳をみると,三沢村内の稚丸組 ･矢平組 ･大段組 ･高原谷組 ･長通観 ･大屋敵組 ･野田




天保 7年 (1856)から弘化5年 (1846)までの ｢御勘建 日記 ｣(皆済EI録 )によれば,用捨
米の記述がみられ,その率 も飢鮮の時期をのぞきIiEr15男台を維持しているoまた同支配の猟数村
についてみた場合にも,#未聞は用塘米がはば一定率 (これは三沢村 と比較 してかなt)高 く18ヲZ-
2□%台である)ではどこされていることなどから考 えて,文政期以降 もほぼ 15ヲZ程度の用捨米串 ,
4ツ7分程度の免率が耕末 まで維持 されたことが考えられるDまたこのことは,免状の形式か らみて
もわかるように年貢割付状を出す時点では用捨米 ･日米 ･夫米などはそれに記 さず,したがってかな
りの高率の貢租となるのであるが,それを皆済する時点で,村況 .その年の収確状況を考えあわせた
上で,あらためてその確を定即 こものと考えられ.免状にみられる用摘米の記述 (朱記 )は後年背 き
軒えられたものと考えることができると思 う O
表 4-512 額家相の買租 (延宝 7-正徳5) t
年 代 村 有(a) 措引南(b) 毛附帯(C)-(i1〕-(b).t取米高((り 底 魚叡 oo) 毛脚免(事 ,oo 備 考
延宝 7(1占79) 558,42〟19.20/y/3 占 1[】5.1砧 255.254 119.-/92 51.4 永荒川成 ,毛損
〃 8天和 2(1占82)元禄 94/ 占710 ● 121.58998 5175,147421A 占占5占占2466 02 21占.85140,069515979 78505 482占 98 112,225i21.9占208877JL 94 445 79171L,05占 51.8045547,0〟2 〃 水損〟御蔵屋敷山鳩射日成,検見引〟 〟〃 〃 ㌻ケ l毛附高の内7.551新田分
/ ll 118.785 207,768 98.271 47.5 / 〟 ly /
〃 12 95.507 228,406 95.111 40.8 /y / 風水規皆無新田内4.258,山駒川成
〃 14 519.20 91.848 254.705 10占.12占 45.2 / 〟検見引 7.551新田分〃 〃 〃 〃/ / 水損皆無新田内4,258,山崩川成







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































倍以上もあり,その上田 ･畑免も他の二村に比べてかなり低 く付けられていることなどからして, こ
の免串の差異は,-aJ山市が妬端な畑勝ちの村であることにくわえて地味も患かったことに起因してい
ると推察できる｡
また領家村の場合.地頭村とならんで誰永 19年 (1d42)以降冠永6年 (1855)まで天領
(文イヒ10年から天保 10年まで一時作州津山漸松平氏の原敬 )であった｡この間の'昌一鮎f抽斗の状況




茶年貢(1815匁),播年貢(占114占匁 ),蝋漆年貢(1215占匁 ),林年貢 (8･67匁 ),渡年
Ei(0.5匁 ),革山年貢 (94.45匁)の計 195.54匁の小物成が課せられておt),また天明8年
(1788)の村明細帳によれば,上記の外,高衛船運上25匁,ロ米 9a7匁(定米 1石に付米5
升宛 ),六尺給米 D.占52匁(蒔 1石に付米 2台宛 ),御伝馬惜入用 0･19占匁(粛 1石に付米 占勺











-､田方 本 免 四ツ五分












これを具体的に個々についてみると,例えば,彦右南門の脇合田畑持高が 1石6斗 4升 4合あり,
その内田畑1斗8升に対して上中引として5手付 令.永常として2升4台が差引かれ,締局 1石 511･
8升4台の毛付帯 とrJっているoそしてその定木か 4斗占升4合,口米として 1-114合,夫壱米 とし
て5升 5台の計 5斗 1升 1合となり,さらにこれJ:り蕗引として,問米引5チ付 合,御救引2升5台




珂年御米卸直段(細払米1石に付銀 7占5匁.円米 1石(こ付頒 7占8匁)にi:って米に直してみると,
4斗8升 5合余 りとなるCいまこれを毛付高 1石5斗 8升4合で割ってみると,50･d%余 りとなり,
これもまた他の場合とはば似かよった数字となっている｡また上記藷入用では記されてないが,個人
によっては,茸山辺上の記述がみられるOこれは,｢川上郡鈷｣にも記されているが,佐屋村が比厳









図 4-5- 2, 4-5-3, 4-5- 4はそれぞれ福山市村,ニケ,佐犀,布山村,三沢,地頭,
領家村の腿民同相成の概況をX軸に戸数,Y掛 こ持高をとって国中記載の各年次にわたり,ローレン
ツ曲線で把握しようとしたものである｡
これによると,南山市村の場合,文政 12年 (1829)から慶応 2年 (1866)のわずか57
年間の年次的把掛 こすぎないが,ほとんど階桐分脚 まみられない｡また天保7年(185占)につい
ては,倍荷店侍とその次との差が一斗余 りであったTこめ一時逆転したものと考えられる｡































































































































































































つぎに図 4-5-4によって三沢村 ･地頭村 ･細裂村の近世後期の階IEl分解をみてみると,特に三
沢 ･地頭両村において,いままでみてきた四ケ村にはみられない極端な両極分解がみられる｡三沢村




















図4-5-4で曲線のカ- プの吃立度が大きく階層分解がかなり進んでいる三沢 ･地頭 ･領家村の三
ケ村については,戸数の上で伽 2%～ 5%の上層 (持高区分の上では 10石以上)Oj)7プg～ 12プ岩の
中層(5石～ 10石)(085%～ 90%の下層(5石未満 )の三層にわけることにした ｡
<第2グループ>
図415-2,415-5の上で曲線の描 くカープが比較的ゆるやかで階層分解の進行が遅い高山
･ニケ ･佐屋 (高山市)村については,Fl数の上でh)4プZ～ 7%の上層と03)12%～ 17%の中乳
(CD78%～ 90ヲ岩の下層にわけることにしたOこれを持高区分に対比させてみると,仙持か o石以
上層,Oj)持高5石～ 10石屑,(O持高5石末柄層となる｡(但し,削 ｣市村の場合,上記伽上桐に当
る持高 10石以上層がいないため,仙上層 5石～ 10石,03)中層 1石～ 5石,(CD下層 1石未満にわけ
-14ム一･
た｡)
上記の区分に従 って,具体的に持抑 こ対応させ李ととによってまず第 1･第 2グルーj'Iこついて個
別に検討し,その後両者をあわせた考察をしてゆでことにする｡ー
まず第 1グループについて蘭家相では,自村内特許合計が292石足 らずで,その比率は97.7%,
このうち㈹上層が戸数の上で2.7射 持有の上で 日 .8%,さら書くAlた して2D～ 50石の高持 1戸




<第 1ケル-プ> 三沢村持高階層構成 (寛政 1ロ)及び入作状況
村 名 沢 村
年 代 毘 政 10 年 (1798)
､-一一一一＼ 戸 数 戸数比率 特 有 合 計 持高比率
持育区分 1DO㈲以上5(】.､.1000- 52 3 1 0.A6 172.59 .1 J27CId9 27.145
10.-.28 4 2.4 51.455 8.1
5.- 10 19 ll.8 129.41ロ1 20.4
1- 5 89(1) 55.4 214.9占2(1.496) 55,8
1(司未満無 商 47(21)不明 29.2 19.5018(ム0701) 5.1
轟 合 計 耐 1占1 100 占14,7859 96.8
履 帯高 相',) 172,59
他 村 入相,I) 22 7,5481 (1.2)
寺 社 閑繊;/) ll 12.752 2
村 有 (I,) 100 d55,Odd 100
史 料 三 沢 村 田 畑 名 寄 椴
備 考 〔江〕 三村彦右衛門,.TL百石滞門の持高を合
{･ l r
三沢村<寛政10>
村 名 戸数 持高拓)
二 2 0.526
加 谷 5 1.8771
下騒忠 12 4.082
寮 安 5 0.475










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































村 名 領 家 村
年 代 文 政 11 年 (1828)
戸 数 戸数比率 持 高 合 計 持高比率
持高区分 川 0(香)以 上5 へ.100～ 52 1 0_9 21.798 7.5
10 ～ 2〔l 2 1_8 28.4815 9.5
5 ′} 10 ll 9.8 72,7165 24.2
1- 5 60 55.5 155.0575 51.8
1 石 未 満 54 5 .4 14,8795 49
無 高 4 5_a
高 合 計 禍 108 100 291.915 97,7
そ の 他 (/) A.75 2.5
村 高 ♭) 100 29ad45 100


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































村 名 戸ー 数 持 高 (日






村 名 戸 数 持 高 拓)
上 大 竹 15(1) 9.549
下 大 竹 9 7,515
煎 三 原 4 2.94占
七 地 5 l l.555
大 原 さ(1) 4.175
高 LJ市 5 4,299
布 類 2 4.125
二 資 1 1.08
山 村 1 0.435
村 名 戸 数 持 高 厄)
上 大 竹 15(1) 9.549
下 大 竹 9 7.515
束 三 原 4 2.948
七 地 5 l l,555
大 原 5(1) 4.175
南 山 市 4 8.251
布 賀 2 4.125
二 1 1.08








比(59.2男)となる｡また明治 10年(1877)の椴合をみてみると,窟永 2年 (1849)と
村有を比較した場合,515石余りふえでいるか.これは明治8年の地租改正によるものと考えられ
る｡しかし一体それがどの程度の革なのかわからfLいため,ここでは一応参考樫度にとどめてわく｡
これによると㈹(8･2%)(5 9,7〆),さらに仏】)として50石～ 100石の高持 之戸(1男).
持高(14･1%),(A2)10石- 50石の苗持 1d戸(712〆),持高(25･占雰 )に分けることが
でき,以下03)(16･1%)(22･7芳),(a)(75,8才 )(28,1ヲg)となる｡
さて聞役の三沢村の場合,仙上JFIが戸数の上でid.罪.持高の上で39･5%,さらに(血)として 1

































































ここでは, この｢革｣をめぐる間掛 こついて,安永9年- 10年 (178ロ～ 1781)にかけて
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これらの村は.それぞれ.髄ま村が福山津.三沢村,下大竹村,上大竹村 .大原村が .成羽藩 .弐
ケ村 .佐屋村 .荷山村が撫JHの旗本戸川氏.七地村 .古山市村が布資の駄本水谷氏の所位であり.
地助は.福山洋と布費によっで分乱耗治されていた｡
明治元年(1848年)4月21日.明治政府は新政府の中央集権の砥立を目的として.府藩臓








廃止して ,県と称したのみにとどまったo従って ,領家村 ,地頭村 (福山の方)が福山県に,三沢
村 .下大竹村 .上大竹村 ,大原村が成羽県となった｡







明治4年(1871年)4月4日.戸籍法が公布され ,翌明治5年(1872年 )2月 1日を期
して実施されることになったが ,この戸籍法に伴う戸籍事務を行うために,数ケ町村をもって区を
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十一区 - - 有山村 .高山市村
--1占O-
当机 区は戸鋳掛務のためにのみ飼成されl:ものであったが.区ごとに戸長 .副戸長が設匿され
るとともに.実質上 ,地方行政上の区画となった. このような区は .後年設配された会議所または






上町の地域でも.明泊9年 (1876年 )10月31日,弐ケ村と佐屋村か合併して仁舞村に ,明
治 10年 (1877年)7月 28E],七地村と北解の布栃村が合併して七栃村とTJっているD(し
かし,七栃村は明治14年 (1881年 )9月2日にもとのように分村している｡ )
ハ 郡区町村舶別法の公布
明治 11年 (I878年 ).郡区町村編制法の制定 .臭施によって,大区小区制によって行政単
位としての性質を失っていた町村が .行政上の基礎単位として復活することとなった｡ この郡区町















この町村合BF計画か こしたがって.現在の川上町の地域には.明治22年4月 1El,手荘村 .大
賀村 ,高山村が合併成立した｡手在村は.地頭村 .借家村 .三沢村 ,七地村.組数村の内字本村
(図5- 1- 1の風致)･佐々木村の内字音未(図 5- I- 1の吉木 )が ,大賀村は仁賀村 ･上大
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p に,住民の蔑見を甜塗していたが,昭和29年5月 11日手荘町議会 ,高山村議会で合併が誠決さ
れ ,翌5月 12日には,大賀村議会においても故決された｡ これによって.5ケ町村は.同日合併


















･ 現在に至っている｡ Al_ー _,I__tJ.,I. I_Lu_
. ‥･_二LL._,.,.王 子こ†･ :t.ti.-,r-.･与,,-.r･ J. L (今 井 史 苗)
1.1 ′
2 町政の変遷 三三二'て芯 fttT,-LL- ∴iLlp卜.0rl.i ,
.L ;卜_,∴｡. 上 1,. 1 ■
i. イ 明治22年町村制施行まで
① 明治5年 .大区小区制の施行により,大区に区長 ･副区長 .小区に戸長 ,各村に保長が隆
かれることとなった｡小田県においては,明治6年突酉12月｢正則戸長並保長話締方職務制限｣
を制定公布し.各々の職務を規定している｡正副声援の梅漬は次の通りである｡
.-L,_一 正粗雑税を取立上納の期限を不態様専ら英責に任する串 -L･･･ul -_-一･･}･
1 7- 宮林を保輩する串 .JE.i.lJF.エ I
I,lL,･L 也 .扱木或は山塊等有之節は速に上申可動馨 二 F .LO亡t-やJ=
一 溝川茄を竣疏する串
LT一 区内節義 ･耗行の模範とILるべき者は検査の上卦 こ上申可判事 LJL- 1㌔
























三国統-の後 ,明治 10年 11月8日,岡山県は県内各会議所並区戸長 .保甲長を悉く廉止し.









6)郡区には部長 ･区長各 1名 ,毎町村に戸長各 1名が置かれることとなり.役所開設まで

















































明治9年以来 ,18年 12年15年 14年 17年 18年と県布達の町村会規則は,何度も発布 ･























































務五条 委員ハ左ノ軍務ヲ分掌シ其施行ノ任ヲク地 スル者 トス





｢手荘村会会議細則識決｣として .村鼓会の会期 ･席次 L鎖事進行 ･発育 .採決などの点について.
きめ細かな規則がd集定められており.さらに｢収入役及書記任用二関スル規則｣｢区長設置規則｣
と鰍 ､ている｡これは .大や村 ･古山村においても同様で各村会は,町村制に塞いて種々の条例 ･
規則の制定 ,その他駄藩を成しとげでいき.村鎮台a)毒営 ･組織 ･機構等徐々に確実なものにして
いったことであろう｡
① 次lこ村会我見の出身階層をみてみ1う｡








戸 別 等 級 改 良 数 村 内 全 数
1- 5(等) i(人) 7(人)
占～10 5 ■ 1■7
ll-15 5) 47















































｢総務課 - 一姫静麻 ･人中係 ･企画係 ･財政係 ･背理係
[
税務評 - 賦課係 .敢収係














































育成していくような施策を頓庵的に行 う考えである｡たとA,ば,老人福祉施設 ･医療施設 ･児童福
祉施設 ･上下水道 ･消防 ･その他の施設の確保である｡今までに述べてきたような事業や施策の達
成のためには,交通通侶体系の埋膚 ･教育文化施設の整備はもちろんであるが ,これらは.国や県
及び広域圏との協力体制も必要となってくるだろう｡川上町では,この｢富｣と｢変 ｣の上に立っ
た｢和 ｣のコミAこティづくりを深刻TL過疎閉居解決 .さらに地域振興への指針として ,町政を推
し進めている｡
--i li. ‥ ◆
(加 賀 みどり)lト
ヽ-,
3 財政の消長
ナ-L .LLLILl'ti:
イ 町村制実施以前の財政〔明治18-22年(1885-89)〕
この期の収支規模 ･類型を債家相のものでみてみよう｡
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